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C A L E N DAR
2020.1～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2020年
■1月　January

（後）北淡国際活断層シンポジウム
2020

「活断層研究の新たな展開−阪神淡路大震災
から25年」
1月14日（火）〜 17日（金）
h t t p s : / / h o m e . h i r o s h i m a - u . a c . j p /
kojiok/20circularJ.pdf

○水蒸気噴火のメカニズムに関する
国際ワークショップ
1月15日（水）〜16日（木）
場所：湯本富士屋ホテル／神奈川県立生命の
星・地球博物館
https://www.onken.odawara.kanagawa.jp/
information/20191015-01.html

○シンポジウム「オープンサイエン
ス時代の学会誌出版の在り方を模索
する」
1月23日（木）13:30〜17:00
場所：御茶ノ水ソラシティ　カンファレンス
センター（千代田区神田駿河台）
http://www.jfes.or.jp/reg/?eid=200123

★関東支部シンポジウム
「関東のテフラ−最近の年代観と供給源−」
1月25 日（土）10:00〜16:30 
場所：北とぴあ第1研修室（北区王子1-11-1）
ht tp : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0201.html

○第230回　地質汚染・災害イブニン
グセミナー
1月31日（金）18:30〜20:30
場所：北とぴあ808会議室（東京都北区王子）
講師：川辺能成（産総研）
演題：「3.11東日本大震災時に発生した津波
堆積物の重金属の分布とその後」
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

■2月　February
○第197回深田研談話会
2月7日（金）18:00〜19:30
場所：深田地質研究所 研修ホール（東京都
文京区）
講師：石川孝織 氏（釧路市立博物館学芸専

門員）
演題：炭鉱と鉄道—釧路炭田を中心に—
参加費無料，70名（先着）＊要事前申込
https://www.fgi.or.jp/

★関東支部ミニ巡検「大磯丘陵北東
部のテフラ」
2月16日（日）
http : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0201.html

（後）海洋研究開発機構海域地震火山
部門講演会

「もっと知ろう，おもしろ海の火山学」
2月23日（日・祝）13:00〜15:40
会場: 国立科学博物館日本館（東京都台東区
上野公園）
参加費無料，事前登録制（定員に達し次第締
切）
http://www.jamstec.go.jp/rimg/j/sympo/
img2019/

○第231回　地質汚染・災害イブニン
グセミナー
2月28日（金）18:30〜20:30
場所：北とぴあ803会議室（東京都北区王子）
講師：國生剛治（中央大学名誉教授）
演題：「最近の地震被害から見た液状化現象
の実像」
会費：会員500円 非会員 1,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

★西日本支部令和元年度総会・第171
回例会
2月29日（土）例会・総会
場所：北九州市立自然史・歴史博物館 いの
ちのたび博物館
講演申込・参加申込：2月14日（金）締切
http : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0025.html

■3月　March
○第36回万国地質学会議
3月2日（月）〜8日（日）
場所：インド・デリー
https://www.36igc.org/

○第54回日本水環境学会年会 
3月16日（月）〜18日（水）
会場：岩手大学上田キャンパス
http://jswe.or.jp/event/lectures/index.html

○第9回防災学術連携シンポジウム
「低頻度巨大災害を考える」
3月18日（水）12:30 〜 17:30
場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本
木）

○日本堆積学会2020年島根大会
3月28日（土）〜30日（月）

会場：島根大学松江キャンパス　教養教育棟
2号館
http://sediment.jp/

■4月　April
○第19回重金属類・残土石処分地・
廃棄物処分地診断に関わる地質汚染
調査浄化技術研修会
4月29日（水・祝）〜5月2日（土）（部分受講
可）
主催：NPO法人 日本地質汚染審査機構
会場：日本地質汚染審査機構関東ベースン実
習センター（千葉県香取市）
会費：会員50,000円，非会員60,000円，学生：
15,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/sympo.htm

■5月　May
○JpGU2020年大会
5月24（日）〜28日（木）
会場：幕張メッセ（千葉市美浜区）
最終投稿締切：2月18日（火）17:00
http://www.jpgu.org/meeting_j2020/

■6月　June
○地質学史懇話会
6月20日（土）13:30〜17:00
場所：北とぴあ805会議室（東京都北区王子）
矢島道子：『地質学者ナウマン伝』を上梓し
て
加藤碵一：日本列島成立史あれこれ

■8月　August
○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2020年総会及び第17回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
8月30日（日）〜9月７日（月）
開催場所：ノボシビルスク（ロシア）
参加予備申込締切：3月1日
発表要旨締切：4月30日
www.gondwanainst.org/

■9月　September
★日本地質学会第127年学術大会
9月9日（水）〜11日（金）
会場：名古屋大学東山キャンパス
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表紙紹介

Island Arc 編集委員長　辻森　樹

Island Arc 2020年（第29巻）から採用の新表紙デザイ
ンに用いられた空から見た富士山のオリジナル写真．仙
台−大阪（伊丹）の空路からスマートフォンで撮影しま
した．日本人の多くは富士山の美しい姿を見るたびに誇
らしい気持ちになると思います．Island Arc誌を誇りを
持って世界に発信できる国産ジャーナルにしたいという
強い願いのもと，富士山の景観をモチーフにしたデザイ
ンを採用しました．
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会長・副会長立候補意思表明者にたいする
意向調査結果報告

2020年1月15日

　一般社団法人日本地質学会

選挙管理委員会委員長　飛田健二

開票立会人　尾張 聡子

開票立会人　金澤 直人

選挙規則ならびに選挙細則に基づき，標記意向調査を実施いたしました．

　法人の代表理事は法律により，理事会において選任することが定められています．学会の代表理事となる会長およびその

補佐役の副会長を選出するにあたり，会員の皆様の意向を伺うためにこの調査を行いました（※）．

　意向調査の結果は，下記のとおりとなりましたのでご報告いたします．

１）意向調査の実施結果

　　　有権者総数　　　　　3535名

　　　意向調査用紙発送数　3432通

　　　総投票数　　　　　　942通

２）開票結果 （白票16通，無効2通）

　会長意思表明者（得票数）

　　１　磯﨑 行雄（890）

　副会長意思表明者（得票数）

　　１　佐々木 和彦（858）

　　２　平田 大二（888）

※理事会規則第2章　役員の選任，第3条（会長，副会長，執行理事の選任）参照．

　第２章　役員の選任

　（会長，副会長，執行理事の選任）

　第３条　�理事会は，役員改選後の第１回理事会において，会長および副会長候補者を選任する．なお，選任にあたって

は，会員の意向投票を尊重する．
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のさらなる進化・発展に寄与するため，これまで築かれて
きた研究に加え，大型研究や新たな研究領域の創案・推進
に努めると共に，日本地球惑星科学連合（JpGU）や学術会
議と連携して地質学の継続的発展を目指すことが重要と考
えます．また地質は，国内にとどまるものではなく近隣諸
国へと連続し，多くの地質現象は，全球的な地球活動と密
接に関連しています．現在，日本地質学会は海外5学会と交
流協定を結んでいますが，各学会との研究連携を積極的に
進めると共に，国際地質連合（IUGS）などの国際学術研究
団体とも連携を深め，グローバルな研究展開に寄与してい
くことが大切です．また，これまで以上に学術大会，ある
いは地質学雑誌およびIsland Arc誌の充実を図り，それを
通して地質学の発展に寄与するとともに，社会への情報発
信と日本地質学会の社会におけるプレゼンス向上を目指さ
ねばなりません． 
　日本の社会における地質学の認知度は，徐々にではあり
ますが，上がってきているように感じます．当然のことな
がら，これは日本地質学会の活動によるものだけではなく，
ジオパーク活動，地学オリンピックの開催，さらにはメデ
ィアによる情報提供なども大きな要因となっています．今
後も，学会広報活動やフォトコンテストの開催，ジオパー
ク・地学オリンピック・地質の日事業への支援，学術大会
での一般公開プログラムや地質情報展などを幅広く展開す
ることにより，社会における地質学の認知を図る必要があ
ります．
　また，近年，頻発化・激甚化する自然災害に対して，行
政・住民などの地学現象に関する知識と理解は，まだまだ
十分であるとは言えません．アジアモンスーン地域の変動
帯に位置し，多様な地形・地質により構成される我が国に
あっては，地域特性に応じた知識・情報の提供が不可欠で
す．またそれを必要とされている方々に積極的にそれらを
提供するアウトリーチが重要です．そのためには，地域地
質に精通した学会員の皆様の知識とお力，そして地方支部
をはじめとして学会の地域への関与と連携が必要です．
　学会の根幹をなすのは，一人一人の会員の皆様です．し
かしながら，日本地質学会も他の学会と同様に，会員数の
減少に直面しています．会員の皆様にとって魅力ある学会
であり続け，また会員活動を支援するために，研究成果や
技術の共有，出版・広報活動の充実や新たな情報発信技術
の活用などのサービスや機能の充実を進めてまいります．
特に学生・院生会員の育成，若手研究者への支援，地質技
術者への継続的な専門教育（CPD）の提供，ならびにシニ
ア会員の活躍の場の創成などを進めていきたいと思います．
これらを通じて会員の皆様が，学術・事業・教育をはじめ
とするそれぞれの場で，学術研究成果の社会との共有を進
めていただければと思います．また，これらに伴い学会運
営・組織についても，財務体質強化と各事業の健全化に努
めると共に，事業活動の実態にあわせた学会組織のスリム
化・効率化に努めていきたいと考えています．
　3月には第36回万国地質学会議がインドのデリーで，また
5月には地球惑星科学連合2020年大会がアメリカ地球物理学
連合（AGU）との共催で開催されます．また9月には日本
地質学会第127年学術大会が名古屋で開催されます．日本地
質学会にとって，2020年が実り多き一年となるよう努力し
てまいりたいと思います．末筆になりますが，会員の皆様
の今年一年のご健康とご多幸を，そして今年が皆様にとっ
て大きな飛躍の年となりますことを祈念いたします．

2020年1月

一般社団法人日本地質学会
会長　松田博貴（熊本大学）

　学会員の皆様に，令和2年の年頭のご挨拶を申し上げま
す．
　昨年，令和の時代を迎え，日本地質学会も創立126年とな
りました．次なる25年に向けて，新たに歩み始めたところ
です．9月には第126年日本地質学会学術大会（山口大会）
を開催すると共に，11月には「GSSPシンポジウム」を産業
技術総合研究所共同講堂において開催いたしました．また
学会主導で「学術大型研究計画」を内閣府に提案するなど，
学術研究分野の充実を図ってきました．また国際連携にお
いては，タイ地質学会との交流協定を更新し，大韓地質学
会とはチェジュ大会において講演すると共に，2024年に韓
国で開催される万国地質学会議に向けて，連携をより深め
ていくことなどについて合意いたしました．さらに4月には
文部科学省科学啓発ポスター「一家に１枚のポスター」と
して「日本列島7億年」を作成・配布いたしました．これら
の事業実施にあたり，ご協力いただいた学会員・関連団体
の皆様には，この場を借りて御礼申し上げます．
　日本地質学会は，我が国の地球惑星科学系の最大の学会
であり，日本の地質学界の一翼を担っています．これもひ
とえに長年にわたる諸先輩方の地質学に対する純粋な探求
心，真摯な取組み，そしてたゆまぬ努力の賜物です．私た
ちはそれを継承していくと同時に，地質学のさらなる進化
と発展，そして社会における重要性の発信を進めていく立
場にあると認識しています．ここでは，現在，我が国にお
ける地質学をとりまく環境を踏まえつつ，私が考えること
をお話しして，年頭の挨拶とさせていただきます．
　昨年，我が国の出生数は初めて90万人を割り，また高齢
化率は世界最高の28.4%となり，少子高齢化が急速に進んで
いることが明らかになりました．そして，なかなか進まな
い景気浮揚の中で，大学や研究機関などを取り巻く研究・
教育環境は一段と厳しくなってきています．産業界におい
ても，人材不足や効率化，あるいは費用対効果などの考え
の中で，基礎部門の維持が難しくなりつつあります．とり
わけ地質学を含む基礎科学分野は，財政の逼迫や不安定な
研究環境により国際的な研究力の低下が指摘されています．
しかしながら，基礎科学の重要性は誰もが認めるところで
あり，地質学においても基礎的な研究から多くの革新的な
学説が生み出され，これに技術革新や機器開発による新た
な分析手法の開発や分析精度の高精度化，対象範囲の拡大
が加わり，地殻表層の理解が進みました．それに伴い，新
たな研究・科学分野の創出も進んでまいりました．加えて
地質学は，自然災害や天然資源などの観点において，私た
ちの社会・生活に密接に関わっています．どんなに厳しい
研究・教育環境にあっても，我々の責務と使命を果たして
いかなければなりません．
　そのために日本地質学会は，地質学および関連学問分野

年頭の挨拶
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者全員にとって，大会が自身の研究成果の発表の場，さら
なる研究の展開の場，情報交換の場，そして「旧友」に出
会い，近況を互いに語らう場としても重要でしょう．その
ような場を作っていけるよう，実行委員会は努力したいと
思います．
　名古屋近辺では，日本の地質を見直すきっかけとなった
美濃帯の中古生界，愛知県の石にも選定された師崎層群の
深海性化石群を始め，多様な地質体を観察することができ
ます．それらのうちから，巡検として今回は以下の8つのコ
ースを考えました．名古屋城（石垣などの岩石の観察），舟
伏山周辺（美濃帯の付加体），新城市周辺（領家帯・三波川
帯・中央構造線），中新統師崎層群（コンクリーションと深
海性化石群），揖斐川町（接触変成岩と花崗岩類），名張～
松阪周辺（四万十帯，三波川帯，変形岩），そして瀬戸層群

（陶土層）です．皆様に楽しんでいただけたらと思います．
　名古屋大会が研究に関する活発な議論の場となり，これ
からの地質学を発展させる機会となることを望んでいます．
そのために，大会実行委員会一同，開催に向けて頑張りた
いと思います．皆様の127年学術大会へのご参加を心からお
待ちしています．名古屋にいりゃーせ！

日本地質学会第127年学術大会（名古屋大会）実行委員会
委員長　大路樹生

　日本地質学会は，名古屋市の名古屋大学東山キャンパス
にて，第127年学術大会（2020年名古屋大会）を9月9日（水）
～11日（金），巡検（見学旅行）を9月8日（火）と9月12日・
13日（土・日）に開催します．
　名古屋は日本のほぼ中心に位置し，交通の便もよく，皆
様の旅程も容易に計画することができます．またすべての
学会会場を東山キャンパスの西側に位置する教養教育院に
設け，場所的に集中した複数の会場でコンパクトに行う予
定です．地下鉄の「名古屋大学」駅１番出口を出て5分くら
いで到着できます．
　学術大会では多様な学問領域が議論されることでしょう．
この学問的な多様さというものは，生物の多様さと同様に，
学問領域の健全さ，強さを示していると思います．研究領
域が広く，様々な手法で問題と取り組み，異なる研究領域
の研究者と触れ合うことが地質学の強みであると同時に，
新たな展開を生むことにつながると私は信じています．特
に若手研究者にとって，所属する大学以外の研究者と触れ
合い，議論し，情報交換を行うことが，新しい考えを生む
ことにつながります．私自身，修士１年の時に初めて地質
学会で発表した際に受けた（そして答えられなかった）質
問は今でも忘れることができません．そしてその問題を，
その後も考えるきっかけとなりました．これからの地質学
を支える若手が，名古屋の大会で新たな展開を得られれば
と望む次第です．もちろんこれらは若手に留まらず，参加

日本地質学会第127年学術大会(2020名古屋大会)
名古屋大学東山キャンパス（愛知県・名古屋市千種区）にて

2020年9月9日（水）～11日（金）に開催

2020名古屋大会
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３）�共同世話人の氏名（和・英），所属（和・英），メール
アドレス

４）�趣旨・概要（400～600字）
５）�招待講演の有無
　　有の場合
　　�5-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），会

員/非会員の別
　　�5-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）
　　�5-3）招待講演者の選定理由（100～200字）
　　�5-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに関

連した代表的な論文・著書等
６）�他学協会との共催希望の有無，有の場合は名称
７）�時間（原則半日（３時間）以内ですが，詳細はお問い

合わせください）
８）�地質学雑誌またはIsland Arcへの特集号計画の有無（で

きる限り特集号を計画してください）
９）�その他（英語使用等）

５．採択方法
　応募多数の場合や他セッションと内容が重複する場合，
行事委員会は学術的なインパクトや緊急度を考慮して採択
を決定します．採択されたトピックセッションはニュース
誌5月号（5月末発行予定）で公表し，講演募集を行う予定
です．演題登録（講演申込，講演要旨投稿）締切は7月初旬
を予定しています．

６．非会員招待講演者の参加登録費
　非会員招待講演者に限り参加登録費を免除します（ただ
し要旨集は付きません）．

７．世話人が行う作業（7月初旬～中旬）
　代表世話人には，講演要旨校閲，講演順番決定などの作
業を7月中旬までに行っていただきます（詳細は採択後にお
知らせします）．その期間，代表世話人は電子メールで添付
ファイルを送受信できるようにして下さい．野外調査や乗
船等で通信が制限される場合は，共同世話人（代理）にあ
らかじめ作業を依頼し，その旨を行事委員会に必ず報告し
てください．

　ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）
までお気軽にお問い合わせください．

　第127年学術大会（名古屋大会）は，中部支部のご協力の
もと，名古屋大学東山キャンパスを会場として2020年9月9
日（水）～11日（金）に開催されます．トピックセッショ
ンを下記要領で募集します．本大会も前回同様，シンポジ
ウムの一般募集はありません．シンポジウムは名古屋大会
実行委員会および学会執行部が企画します．

１．セッション概要
　セッションは例年通り「レギュラーセッション」，「トピ
ックセッション」，「アウトリーチセッション」に区分しま
す．レギュラーセッションは昨年と同じ25タイトルを予定
しています（レギュラーセッションは３月下旬に行事委員
会が決定します）．

２．トピックセッション募集
　トピックセッションは，広く地質学の領域に属し，これ
から新分野あるいは注目すべき分野になりそうな内容を扱
うものとします．形式はレギュラーセッションと同じです

（口頭発表およびポスター発表：口頭発表は15分間で，進行
も15分刻み）．多くの参加者が見込まれる，魅力あるセッシ
ョンを積極的にご提案ください．締切後，行事委員会が応
募内容を慎重に検討し，最大8件程度のトピックセッション
を採択する予定です．

３．トピックセッション招待講演
　トピックセッションの招待講演には例年と同じルールを
適用します．
１）�招待講演は１セッションにつき最大2名とし，会員，非

会員を問いません．世話人が「自分を招待する」こと
は認めません．

２）�発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30
分のいずれかを選択できます．なお，１人の発表者

（招待講演者を含む）が１つのセッションで口頭発表で
きるのは１件です．

３）�招待講演者の選定理由とその裏付けとなる情報（セッ
ションテーマに関連した代表的な論文，著書等）が必
要です．

４）�会員招待講演者が招待講演の他に非招待の発表を１件
申し込む場合，発表負担金はかかりません．さらにも
う１件（招待講演の他にセッションで2件）発表する場
合は負担金がかかります．

４．応募方法
　トピックセッションを応募する会員は，次の項目内容を
日本地質学会行事委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mail
でお申し込み下さい．
１）�代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名（和・

英），所属（和・英），メールアドレス，緊急時の電話
番号

２）�セッションタイトル（和・英）

トピックセッション募集　締切：2020年3月10日（火）

日本地質学会行事委員会

2020名古屋大会
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学術大会の講演要旨集の電子化を検討しています
～アンケートにご協力下さい～

回答方法：学会HP（http://www.geosociety.jp）の
WEBアンケートフォームより回答して下さい

回答期限：2020年2月28日（金）

目的：
　現在理事会では，学術大会の要旨集の電子化を検討しています．目的は，資源節約の観点から冊子体要旨集を廃止
し，プログラム作成効率の大幅な向上を図ると同時に，電子化によるメリットを会員に享受して頂くことです．さらに
喫緊の課題となっている学会事務局の業務軽減にも資することができます．理事会としては，本アンケートにより会員
の意見分布を得た上で最終的な判断をいたしますので，アンケートへの回答を是非ともお願い申し上げます．

内容説明：
　現在日本地質学会では，Confitの演題登録システム（https://about-confit.atlas.jp/）のみを使用していますが，日本
地球惑星科学連合（JpGU）と同様にConfit全システムを使用することで，行事委員全員が事務局に集まって手作業で
行っているプログラム編成作業を，Web上でリモート実施が可能になります．例えば講演時間の重複などは自動的に
検出されるので，作業プロセスが大幅に効率化されます．ただしプロブラム・要旨の閲覧は，JpGUのようなスマホア
プリではなく，ブラウザーによる閲覧となります．また要旨のJ-STAGE上へのアップロードは，Confitシステムではな
されません．
　また現在使用しているConfit演題登録システムは次年度から値上げされますが，全システム利用＋冊子体印刷廃止で，
支出を同額に維持できます．

　以下，今回提案する要旨集電子化の会員からみたメリット・デメリットを示します．
メリット：
 ・	プログラム編成作業が大幅に効率化される（行事委員・世話人の負担軽減）
 ・	会期前にWeb上で要旨確認ができる（IDにより公開範囲の限定は可能）
 ・	要旨集編集作業がないので，要旨提出締切を1 ヶ月程度延長することが可能
 ・	会場で重い要旨集を持ち運ぶ必要がなくなる

デメリット：
 ・	J-STAGEへのアップロードは停止
 ・	Webに繋がないと要旨の確認ができない（ただし要旨やプログラムのPDFをダウンロードすることは可能です．）

↑アンケートフォームはこちらから↑
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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

海洋研究開発機構海域地震
火山部門講演会
「もっと知ろう，
おもしろ海の火山学」

　火山は陸上だけでなく海底にも多数存在し
ます．海の火山から得られた知見は，陸とい
うフィルターを通していないため，地球内部
のピュアな情報を含んでいます．海の火山を
知ることは，地球内部を知ることにつながる
のです．講演会では，まだあまり知られてい
ない海の火山について，第一線で活躍する研
究者が分かりやすくお話します．
日�時： 令 和2年2月23日（ 日・ 祝 ）13：00～

15:40（12：30 開場） 
会�場：国立科学博物館日本館2階講堂（東京

都台東区上野公園7-20）
参�加費：無料　事前登録制（定員に達し次第

締切）
主�催：国立研究開発法人海洋研究開発機構
（JAMSTEC）

後援：日本地質学会，日本火山学会
http://www.jamstec.go.jp/rimg/j/sympo/
img2019/
＜講演内容＞

「出かけてみよう，海の火山へ」浜田盛久
（JAMSTEC 研究員）
火山大国である日本には111の活火山があり，
その約四分の一は海域にあります．海域火山
の素顔をご紹介するとともに，多様な火山活
動の決め手となるマグマ中の水に関するホッ
トな研究成果をお話しします．

「東京都には火山がいっぱい！」大湊隆雄（東

京大学地震研究所 教授）
東京都には活火山がたくさんあります．伊豆
大島や三宅島，最近噴火した西之島など東京
都の活火山について，噴火のしくみや噴火の
予測についてこれまでにわかっていることを
紹介します．

「マグマをめぐる冒険」田村芳彦（JAMSTEC 
上席研究員）
伊豆小笠原諸島はマグマが固まってできた火
山島です．マグマはどのようにしてできるの
だろうか．なぜそこにマグマを噴出するのか．
そもそも地球はマグマからできたの？東京都
の火山からわかる少しディープな話．

「 鬼 界 カ ル デ ラ っ て な に？」 羽 生　 毅
（JAMSTEC 主任研究員）
日本中を灰で覆うような大噴火を起した火山
が鹿児島の南の海底にあります．噴火したの
は縄文時代，古いような新しいような．その
全貌を明らかにすべく海底調査が始まりまし
た．

「海の火山の測り方」田中　聡（JAMSTEC 
主任研究員）
これまでJAMSTECが実施してきた海底での
地震・電磁気観測や開発中の観測機器をご紹
介します．また，現在計画している地震観
測・構造探査についての概要・展望をお話し
します．

第9回防災学術連携シンポジウム
「低頻度巨大災害を考える」

日時：2020年3月18日（水）12:30-17:30
場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木）

プログラム（案）
【第1部】
我�が国の近年の極端気象と地球温暖化：防災

減災学術連携委員会　中村　尚
低�頻度巨大災害分科会の活動：低頻度巨大災

害分科会委員長　寶 馨
南�太平洋島嶼国を対象とした沿岸域防護のた

めのモニタリング：日本リモートセンシン
グ学会　桑原祐史

近�年の台風から見た低頻度巨大災害：日本気
象学会　牧原康隆

わ�が国における竜巻の実態とその観測：日本
風工学会　小林文明

巨�大地震の可能性（仮）：日本地震学会　岡
村行信

都�市域に伏在する活断層と地震災害：日本活
断層学会　石山達也

火�山が起こす低頻度巨大災害：日本火山学会　
山元孝広

過�去200万年間における極低頻度巨大噴火の
歴史と自然環境へのインパクト：日本第四
紀学会　鈴木毅彦

巨�大山体崩壊と流域地形環境変化（仮）：日
本地理学会　須貝俊彦

十�和田火山における想定大規模噴火と社会対
応の問題点：日本地質学会　林信太郎

【休憩】
【第2部】
低�頻度に伴う不確実性について - 数理統計の

視点から：横幹連合　北野利一
避�難シミュレーションを活用した避難支援の

取り組み：日本地震工学会　有川太郎
巨�大広域災害からの広域経済の減災・早期復

旧戦略：地域安全学会　西川　智
ふ�くしま復興デザイン再考ー原発事故被災地

の9年目の今とこれから―：日本地域経済
学会　山川充夫

低�頻度巨大災害からの復興とランドスケープ
（仮）：日本造園学会　藤田直子

大�規模複合災害・巨大地震災害の全貌解明へ
の取り組み：土木学会　目黒公郎

低�頻度巨大災害への事前対策（仮）　：日本
自然災害学会　河田惠昭

お問い合わせ：
防災学術連携体　榎本和正（日本建築学会） 
電話 03-3456-2057　 
Email：enomoto@aij.or.jp
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▼偕楽園産出マッコウクジラ類化石（国立科
学博物館所蔵）▼水戸産出アロデスムス化石

（国立歴史民俗博物館所蔵）▼千葉複合セク
ション関係資料（茨城大学理学部・市原市教
育委員会所蔵）▼猿人・原人・旧人化石（複
製・国立科学博物館所蔵）▼国史跡大串貝塚
出土遺物・県史跡笠原水道出土岩樋（水戸市
埋蔵文化財センター所蔵）▼全地球アトラス
映像（国立遺伝学研究所提供）▼赤色立体図

（アジア航測提供）▼カンブリアソード
（VAGUES GAMES提供）▼第10回惑星地球
フォトコンテスト受賞作品（日本地質学会所
蔵）▼ほか地域の特徴的な岩石・鉱物・古生
物資料

［関連イベント］
▼特別講演会「水戸140億年史」（要申込）
 ・	日時：令和2年2月15日（土）13:30～15:00
 ・	講師：天野一男（茨城大学名誉教授）
 ・	場所：水戸芸術館会議場
▼県内ジオバスツアー「日本最古の地層とア
ンモナイトの海を巡る」（要申込）
 ・	日時：令和2年2月27日（木）9:00～16:00
 ・	ガイド：天野一男（茨城大学名誉教授）ほ

か
▼市内ジオツアー（要申込）
①２月22日（土）「千波湖周辺のジオを歩く」
②３月７日（土）「逆川周辺のジオを歩く」
 ・	時間：両日とも10:00～12:00
 ・	ガイド：西原昇治（茨城県北ジオパーク構

想ジオネット水戸・大洗インタープリタ
ー）
▼ワークショップ（要申込）

［会場］水戸市立博物館４階展示室
［会期］令和2年2月9日（日）～3月15日（日）
まで
　※月曜日（休祝日の場合は翌日）休館

［開館時間］9:30～16:45
［入館料］200円
※高校生以下・65才以上無料，その他各種割
引あり
※3月5日（木）～8日（日）・14日（土）は入
館料無料

［後援］宇宙航空研究開発機構（JAXA），産
業技術総合研究所地質調査総合センター

［協力］天野地質研究室（AGL Japan）
［主な展示資料］
▼流星刀（東京農業大学図書館所蔵）▼惑星
運動体験装置（日立シビックセンター科学館
所蔵）▼火星起源隕石・月起源隕石（国立極
地研究所所蔵）▼つくば隕石（複製・産総研
地質調査総合センター所蔵）▼小惑星探査機
はやぶさ関係資料（複製・JAXA所蔵）▼ア
カスタ片麻岩・上麻生礫岩・ストロマトライ
ト（産総研地質調査総合センター所蔵）▼棚
倉断層のカタクレーサイト・日立鉱山キース
ラガー・八溝山付加体の砂岩・男体山火山角
礫岩（茨城県自然博物館所蔵）▼ティラノサ
ウルス全身復元骨格（パレオサイエンス所
蔵）▼ヒタチナカリュウ化石・ステゴロフォ
ドン化石（複製・茨城県自然博物館所蔵）▼
ディディモセラス化石・ニッポナスター・ナ
カミナトエンシス化石（茨城大学理学部所
蔵）▼国史跡泉坂下遺跡出土ムカシオオホホ
ジロザメ化石（常陸大宮市教育委員会所蔵）

　近年，ユネスコ世界ジオパーク・日本ジオパーク認定や，各地におけるジオツアーの開催等
を通して，郷土の大地の成り立ちへの興味・関心は全国的に広がっています．
　そこで本展覧会では，宇宙科学・地質学・古生物学・考古学等の資料を一堂に集め，138億
年前のビッグバンから２億年後の新たな超大陸形成までの，140億年間に及ぶビッグヒストリ
ーの観点から，水戸の大地の成り立ちを紹介します．

 ・	日時：令和2年2月16日（日），24日（月・
祝），3月8日（日）

 ・	内容：ジオガシキッチン教室（ジオガシ旅
行団），ロックバランシング体験（石花会），
砂に学び砂絵と恐竜ジオラマづくり（おも
しろ理科先生）
▼ギャラリートーク（申込不要）
 ・	日時：令和２年２月23日（日），2月29日
（ 土 ），3月15日（ 日 ）10:30～11:00，14:00
～14:30

［問い合わせ］
水戸市立博物館
〒310-0062　茨城県水戸市大町３- ３-20
電話：029-226-6521
メール：museum@city.mito.lg.jp

水戸市立博物館

博物館だより

特別展　水戸の大地の成り立ち～水戸140億年史～

博物館 特別展QRコード．
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Island Arc編集委員長就任にあたって
　このたび，武藤鉄司氏と田村芳彦氏に替
わって，辻森 樹氏とともにIsland Arcの編
集委員長を務めることになりました．昨年
までの４年間に編集に関わってきた方々の
努力を礎として，本誌の科学的重要性と国
際的認知度を向上させるべく，辻森氏とと
もに大胆な改革を行なっていきます．
　地質学の発展と普及を目指す日本地質学

会にとって，学術的研究活動の活性化は最重要の命題です．
1992年に創刊されたIsland Arcは，地質学会員の研究成果公表
の場として一定の役割を果たしてきましたが，ここ数年間で大
きく変わった科学出版の状況下でその地位が危ぶまれていま
す．新興出版社から次々と創刊される商業的学術雑誌は，迅速
な査読プロセスとフリーアクセスを売りに勢力を伸ばしつつあ
り，中にはIsland Arcを上回るImpact Factorを得ているもの
もあります．一方で，Elservierに代表される大手出版社も堅調
であり，多くの雑誌ではレベルの高い論文が集まってきていま
す．しかし，近年のIsland Arcの地位低下は日本地質学科の学
術活動とは無関係です．地質学会員は地球科学の異なる分野で
多くの重要な研究成果を達成しており，その公表の場として
Island Arcが選ばれなかったということです．
　では，どうすれば多くの雑誌の中からIsland Arcを選んでい
ただけるか．編集サイドとしてやるべきことはいくつかありま
す．まず，掲載後２年間経過した全ての論文に加え，科学的重
要性の高い論文を掲載後直ちにフリーアクセスとします．次に，
年６号の出版形式を単号へと改め，受理された論文は速やかに
ウェブ掲載することにしました．また，何人かの会員の方から
は「Island Arcは投稿が煩雑であり，掲載まで時間がかかる」
というお声も頂戴しています．この点については大手／新興を
問わず多くの雑誌が改善を試みており，その例を参考に，編集
者・査読者・著者の全てにメリットがある方向へと，迅速に査
読プロセスの改定を進めていきます．その端緒として，２形式
あったCover Letterを単一形式へと簡素化しました．
　ただし，私たちができることは限られており，著者としての
皆様の支援が必要不可欠です．特に，大学教員の皆様には指導
学生の論文投稿先としてご推薦ください．掲載論文は日本地質
学会の論文賞・奨励賞の対象になっています．日本地質学会の
学術的活動の活性化と若手会員の育成のためIsland Arcを是非
とも活用してください．会員の皆様からの活発な論説／総説の
ご投稿をお待ちしています．

狩野彰宏（東京大学）

世界に誇れる国産ジャーナルをめざして
　2020年1月より狩野彰宏氏とともにIsland 
Arc（IAR）の編集委員長を務めることにな
りました．4年周期で編集委員長ペアの代替
を繰り返し，我々が7代目となります．前編
集委員長，とりわけ田村芳彦氏の現状に対
する強い危機感と問題提起に対して私見を
申し上げたところ，ご指名に預かりました．
四半世紀を超える伝統に敬意を表しながら

も，狩野氏及び新生編集チームのメンバーと一緒に，誇りを持
って世界に発信できる国産ジャーナルへIARを復活させるため
努力して参ります．
　IAR創刊1992年当時，創刊に尽力された先生方も含めて，誰
も現在のような学術ジャーナルの出版形態を予想し得なかった
ことでしょう．90年代後半にはインターネットの普及と電子文
章ファイルの標準規格誕生によって，研究成果の紙媒体を通じ
た発信の時代から，学術成果・情報を電子ファイルなどのメデ
ィアとして発信，閲覧できる時代が訪れました．私はその大き
な変貌を遂げた移行時代に初期キャリアを歩んできた世代で印
刷原稿郵送による論文投稿を経験しています．海外の知名度の
高い国際誌への投稿には今とは比べられないほど時間を要しま
した．あの頃はIARのような国内拠点の国際誌には迅速さの点
で大きな価値があったはずです．しかし，既存の紙媒体ジャー
ナルがほぼ電子化され，2013年以降の本紙同様，冊子体を持た
ないオンラインのみの雑誌（電子ジャーナル）が多数創刊され
ると，海外の国際誌への論文公表が格段に身近なものになりま
した．また，オンライン化が学問の変化と学界の競争を猛烈に
加速させ，結果的に論文公表のスピードの重要性が大きく増し
ました．気が付けば私も含めて，迅速さに不満を持ち公表の場
としてIARを選ばなくなっていったように思います．国内の成
熟していない査読文化にも少なからず原因があったのかもしれ
ません．しかし，田村氏の問題提起は，IARが日本地質学会の
公式な国際誌であって，我々のフラッグであることを思い出さ
せてくれました．国産国際誌の不要論もありますが，海外の国
際誌の編集チームにどれほどの日本人研究者がいるでしょう
か？国際競争力の高い優れた研究を国際発信できるプラットフ
ォームを国内に継続して持つことには大きな意味があると思い
ます．
　近年の無数の電子ジャーナルの競合は高IF値の呪縛，購読契
約料の高騰，オープンアクセスの潮流，捕食出版ビジネス等の
新たな問題等を生み出した一方，網羅的な学術情報の検索が複
雑系を取り扱う地質学分野の情報収集に大きな革新をもたらし
ました．情報のデジタルアーカイブ化によって書庫にひっそり
眠っていたような古い研究データもデータ科学として活かされ
る時代です．地球科学分野でもプレプリントサーバ利用が急速
に拡大しています．この先も学術ジャーナルを取り巻く環境は
ダイナミックに変化していくでしょう．IARが変化のなかで孤
立することなく，新しい流れを生み出すプラットフォームを提
供すべく，柔軟に対応していきたいと思います．どうぞ積極的
に論文投稿と特集号企画の起案をしてください（特に若い世
代！）．IARを世界に誇れる国産ジャーナルにしましょう．

辻森　樹（東北大学）

　Islands Arcは，学会ホームページから会員ログ
インすると全文がオンラインで無料閲覧できます．
是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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◆投稿から出版までの時間が大幅に短縮されます！「Island 
Arcは出版までに時間がかかる」そんなイメージをお持ちでは
ありませんか？それは過去の話です．Island Arcでは査読体制
の強化と編集体制の改善に加え，日本語要旨が廃止される2020
年からは，投稿から出版（オンライン掲載）までの時間が標準
で3 ヶ月程度となる見込みです．また，年間1号の出版となる
ためEarly Viewの段階を経ず，受理された論文は五月雨式に出
版されます．これにより各種データベースへの論文の登録が早
まります．

◆論文アクセスの無料化・迅速化　Island Arcでの出版から2
年経過した論文はアブストラクトだけでなく全文へのアクセス
が無料となります．また日本地質学会Newsには従来の日本語
要旨の代わりにQRコードを掲載しますので，全文へのアクセ
スが迅速になります．

◆超過ページ料金の廃止　長い論文が推奨されるわけではあり
ませんが，超過ページ料金の心配なく，論文を投稿いただける

ようになりました．

◆編集事務局の強化　編集事務局が海外に移転され，2～3名体
制で査読・編集・出版プロセスの支援が行われます．質問対応
などに遅延が生じない体制ができました．

また，すでに始まっているサービスですが，
◆Video Abstractの掲載が可能です　ビデオにより専門分野
外の読者にもアピールしやすい論文紹介が可能になりました．

　Island Arcでは投稿者や読者の皆様の利便性を向上するとと
もに，日本地質学会を代表する，さらに魅力的な国際誌を目指
して，これからも様々な改革を行って参ります．

Island Arcアクセスはこちらから
https://onlinelibrary.wiley.com/journal/14401738

（Island Arc編集委員会）

2020年からIsland Arcが新しく変わります

支部コーナー

☆関東支部

報告

☆関東支部

お知らせ

報告：神津島巡検
　日本地質学会関東支部主催の神津島巡検は，2019年11月30日
～12月1日にかけて行われた．案内者は静岡県富士山世界遺産
センターの小林　享氏，首都大学東京鈴木毅彦氏，首都大学東
京火山災害研究センターの村田昌則氏，神奈川県立生命の星地
球博物館の西澤富貴勝司の4名が，日本地質学会関東支部幹事2
名（荒井健一，細根清治）が参加して行われた．この巡検は現
地滞在時間が24時間と短いことや参加者がやや少ないことにも
拘らず，非常に充実した巡検であったように思います．これは
巡検案内者4名が分かり易い巡検案内者を作成して頂いたこと
や，夕食後の勉強会でもテフラを中心としたテーマで有意義な

2020年度関東支部幹事選出のお知らせ
　支部幹事の改選に伴い，支部幹事立候補者の受付を行います．
幹事の定数は20名で，任期は2020年関東支部総会終了後～2022
年関東支部総会までとなります．立候補者多数の場合は，支部
総会で投票を行います．
立候補期間：2020年3月1日（日）～11日（水）
候補者（支部会員）は，氏名・所属・連絡先を下記に届け出て
ください． 
受付先：日本地質学会関東支部あて，メール，郵送，FAXに
より受け付けます．
〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル内　
FAX：03-5823-1156
メール：kanto@geosociety.jp　見出しは「関東支部選挙」でお
願いします．
関東支部幹事選挙　選挙管理委員長　伊藤谷生

議論が出来たことも一因であったように思います．また，神津
島観光協会には宿泊施設，バスなどの移動手段の手配や弁当，
温泉入浴などの便宜を働いて頂いた．夕食時には高級魚の金目
鯛を出して頂き，非常に満足感の高い巡検になりました．

（関東支部幹事：細根清治）

参加者の感想
　神津島火山巡検では，まず西暦838年の活動で生じた天上山
火山の溶岩ドームの頂部の周遊路を歩き，粘性の高い流紋岩質
溶岩が作る地形を十分に体感することができました．また，溶
岩ドームは標高が周囲よりも高く，天気も良かったため，神津
島の天上山の活動以前の火山や線状に並ぶ伊豆諸島の島々を眺
めことができ，また，溶岩ドーム周遊路や那智山北部，あかば
ね洞門では天上山火山やそれ以前の活動，さらに周辺の島々の
火山から噴出した火砕流・火砕サージ堆積物や降下テフラ層を
観察することができた．東京都には多くの活火山があり，神津
島でも多くの爆発的噴火が発生したということがよく理解でき
ました．巡検や勉強会には神津島で観光などに携わる方々も参
加し，熱心に質問をされている姿も印象的でした．24時間と短
時間の滞在でしたが，夜には案内者の先生方による勉強会も開
催され，神津島が活火山であることがよく感じることができ，
また温泉や食事も楽しめる内容の濃い巡検でした．幹事，案内
者，神津島の皆様ありがとうございました．

（神戸大学海洋底探査センター：中岡玲奈）

天上山集合写真
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　2019年9月3日（火）から10日（火）にかけて，福井県立恐竜
博物館（写真1）において開講された博物館実習に参加しまし
た．博物館実習（館園実習）の受講は学芸員資格の取得には必
要不可欠であり，座学で学んだ知識を実際に目で見て体験でき
る非常に貴重な機会です．福井県立恐竜博物館では毎年7～9月
の最大10日間に定員10名で学生を受け入れており，今年度の実
習では受講した学生は8日間の実習期間の内，前半は博物館研
究員の基本的な業務について学び，後半では学生だけで来館者
の動向調査を行うことで，より実践的な方法で博物館の役割，
展示について学びます．

福井県立恐竜博物館の活動紹介
　1日目は最初に，館の職員の方から福井県立恐竜博物館年報
を用いて活動紹介をしていただきました．企画展や特別展の準
備・運営や，調査の頻度などを教えていただきました．また，
スライドを用いた活動紹介では博物館の「4つの機能」を恐竜
博物館ではどのようにして行っているかについて学びました．
恐竜博物館での機能の内容を以下にまとめます．

「①資料収集」
恐竜博物館では，主に化石の発掘がこれにあたります．現在，
北谷層において第四次調査を行っている途中であり，過去の第
一次発掘では300点，第二次発掘では1590点，第三次発掘では
2100点以上がそれぞれ産出しています．

「②資料の保存管理」
化石を取り扱う恐竜博物館では，化石を母岩から取り出すクリ
ーニング作業やデータベースに登録，収蔵する作業などがこれ
にあたります．

「③調査研究」
調査研究は主に発掘した化石の研究にあたります．

「④展示公開」
恐竜博物館では常設展示，特別展や企画展などがこれにあたり
ます．常設展示には現在，恐竜類の全身骨格が44体展示されて
います．

常設展示の研修
　恐竜博物館の常設展示は1階の「恐竜の世界ゾーン」および

「地球の科学ゾーン」，2階の「生命の歴史ゾーン」の大きく3つ
からなります．今回の実習では実習を担当してくださった研究
職員の静谷さんが全てのエリアについて展示の説明をしてくだ
さいました．
　恐竜博物館は自由観覧型の海外の博物館をモデルに設計され
たため，開館当初は観覧順路が設定されていなかったそうです．
しかし，ルートが分からないという来館者の意見が多かったこ
とから，現在では研究員おすすめルートという形で順路が設定
されています．
　恐竜博物館の常設展示は「恐竜の世界ゾーン」，「生命の歴史
ゾーン」，「地球の科学ゾーン」の大きく3つのエリアに分かれ
ています．この内「恐竜の世界ゾーン」ではアジアの恐竜類に
力を入れた展示がなされており，中国やモンゴルなどから産出

した標本を中心に数多くの
骨格が展示されています．
一般的な自然史博物館では
地球の誕生から順を追って
生命の歴史を展示するのに
対し，恐竜博物館ではこの
順番が異なり，まず最初に
恐竜類に関する「恐竜の世
界ゾーン」が展示されてい
ます．この特徴的な展示構
成は福井県立恐竜博物館が
メインテーマに据えている
展示物がその名の通り「恐
竜」であるということを表
しています．「恐竜の世界ゾ
ーン」では，ティラノサウルスのロボットを中心に東側には竜
盤目、西側には鳥盤目が展示されており，展示ホールの形がド
ーム型ということから，中心を挟んで左右対称となるように展
示が構成されています．また，恐竜類の骨格は，ドーム中心に
近いほど基盤的な恐竜類，外側に行くほど派生的な恐竜類が配
置されています．この他にも，来館者に恐竜の生きていた時代
の風景が伝わりやすいよう，大型スクリーンを用いたCGアニ
メーションや，実物大のジオラマも展示されていました． 
　「恐竜の世界ゾーン」の後，研究員おすすめルートに従って
進むと次に展示されているのは同じ階にある「地球の科学ゾー
ン」です．このゾーンは地学全般について紹介しているゾーン
で，地球科学の歴史，陸域と海の堆積物，堆積物に埋積された
化石，地球を構成する岩石，鉱物や宝石などを系統的に展示し
ています． 
　2階に上がった先の「生命の歴史ゾーン」では主に脊椎動物
の進化についての展示がなされています．脊椎動物の出現から
初期爬虫類までの進化を追った後，展示フロア中心で哺乳類コ
ースと爬虫類コースの２つに分かれて展示されています．常設
展示にはここまでに述べた3つの大きなゾーン以外にも視聴覚
ライブラリーなどがあり，ここでは恐竜類や脊椎動物の進化だ
けでなく，水月湖の年縞や珪化木，過去の発掘調査映像など，
地質古生物に関するいろいろなテーマを動画コンテンツから学
ぶことが出来ます．また，ダイノラボと呼ばれるコーナーは本
物の化石に触れたり，クイズ形式で化石について学習できるた
め，子供たちに非常に人気があり，実習期間中もとても賑わっ
ていました．

化石発掘調査への参加と野外恐竜博物館の運営補助
　2日目は現在行われている第四次恐竜化石発掘調査に参加し，
化石の発掘がどのように行われているかを学んだ後，野外恐竜
博物館の運営補助を行いました．恐竜博物館での化石発掘調査
は毎年7月下旬から行われており，重機で露頭を割り崩し，化石
をその場で調べる「前線部隊」と，そこで得られた岩石を更に
細かく調べる「ハンマー隊」の2班に分かれて作業を行っていま
す．「ハンマー隊」は，主に露頭から重機で割り出した石をハン
マーで叩き化石を捜します．この化石発掘場（写真2）である程
度の大きさまで砕かれた岩石の一部は野外恐竜博物館の化石発
掘体験広場に運ばれ，来館者の化石発掘体験に用いられます．
野外恐竜博物館は，恐竜化石発掘現場に隣接する場所に平成26
年7月に開館した施設です．ここでは来館者がツアー形式で地層
観察や化石発掘の体験などができます．今回の実習ではこの発
掘体験で来館者が安全に作業できるよう，お声がけをしながら
巡回を行いました．野外恐竜博物館には化石発掘体験コーナー

福井県立恐竜博物館
学芸員実習　参加報告

水上綾乃
東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

修士課程1年

院生コーナー

写真1：福井県立恐竜博物館の外観
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院生コーナー

（写真3）だけでなく，勝山市の恐竜発掘に特化した室内展示（発
掘された足跡化石や，調査風景など）も多数設置されており，
来館者がただ石を割って化石を見つけるだけでなく，恐竜博物
館の機能である「資料収集（化石の発掘）」と「研究活動」につ
いて深く理解できるような工夫がなされていました．

化石のクリーニング研修
　化石発掘調査に参加させていただいた後，発掘した貝化石の
クリーニング作業と標本登録の模擬体験を行いました．貝化石
のクリーニングの際は，まずパラロイドと呼ばれる樹脂を貝化
石に塗り補強したあとエアチゼルを用いて母岩から取り出しま
す．標本登録の体験では，化石の標本番号，学名，産出地，同
定者などをPCを用いて登録しました．博物館の標本をデータ
ベース化することは非常に重要ですが，今回の実習で，想像し
ていたよりも登録作業に時間がかかることを知りました．

特別展示の研修
　私が実習に参加した9月には，恐竜博物館で「恐竜の脳力」と
いう特別展を行っており，特別展示の研修ではこの特別展につい
て工夫した点や特徴などを研究員の河部さんから解説していただ
きました．今回の特別展は「恐竜の脳」という一般の方に馴染み
がないテーマで難しい内容も多いため，ポップなキャラクター

（恐竜脳科学者：カワーベはかせ ＆ はかせの見習い：フクイベ
ナートルくん）を用いて親しみやすくする工夫が施されていまし
た．場内にはプロジェクションマッピングを用いた展示が多用さ
れていました．私が特に分かりやすいと思ったのは，特別展の出
口付近にある発掘調査の説明を行なっているプロジェクションマ
ッピングで，パネルでは伝わりにくい調査の情報が視覚的に分か
りやすく展示されていました．また，プロジェクションマッピン
グの他にもクイズパネルなどを作成することで少しでも多くの方
に展示パネルを見ていただけるような工夫がなされていました．
実際に，展示の説明パネルはあまり読まずに素通りしている方で
も，プロジェクションマッピングやクイズパネルの前では立ち止
まることが多い感じました．少しでも多くの方々に展示内容につ
いて学んで帰ってもらうためには，やはり視覚的な工夫などが必
要不可欠であるということを学びました．

来館者動向調査
　恐竜博物館の博物館実習では前半の実習で学んだ知識を生か
し，より実践的な方法で博物館の役割や展示について学ぶため，
実習期間の後半には，例年実習生が来館者の動向についてアン
ケートなどを用いて調査し，発表を行うことになっています．
本年度の実習生は私を含めて3人だったため，3人で一つのテー

マを決めて動向調査を行いました．私たちは動向調査のテーマ
を決めるにあたり，最初に恐竜博物館の展示解説員の方に聞き
込みを行いました．毎日展示物と来館者を見ている解説員の方
は来館者の動向にも詳しいと考えたからです．展示解説員の方
に聞き込みを行う中で，恐竜博物館にある3つの展示ゾーン

（「恐竜の世界ゾーン」，「生命の歴史ゾーン」，「地球の科学ゾー
ン」）の内，「地球の科学ゾーン」は他の2つのゾーンと比較し
て立ち寄るお客様が少ないということが分かってきました．

「地球の科学ゾーン」は古生物学の背景として重要な堆積学や，
生物が進化してきた地球そのものの歴史などを学ぶことができ
る非常に重要なコーナーです．しかし，「地球の科学ゾーン」
の展示は扱う内容が故，どうしても専門的になってしまいます．
この現状に対して，私たちが動向調査を行うことで少しでも改
善案が提示できればと考え，動向調査のテーマとして「地球の
科学ゾーン」に注目しました．
　実際に「地球の科学ゾーン」の来館者の動向を調査するにあ
たっては，来館者の展示観覧ルートのトレースや立ち止まった
展示物の確認，ゾーン内の滞在時間の計測，アンケートなどを
実施しました．動向調査1日目には思ったよりもデータ数が稼
げず苦労しましたが，トレースや立ち止まった展示物を記録す
る際に記号などを用いることで，データ取得のスピードを上げ
ることができました．また，それらの記録方法を実習生全員で
共有することでデータまとめの際にもスムーズに作業すること
ができました．最終日には，それらのデータとそれに対する考
察を博物館職員の皆さんにパワーポイントで発表させていただ
きました．発表やその後の質疑応答などを通して，展示の文字
を大きくする，内容を簡略化するといった工夫だけでなく，お
客様が興味を持ち，楽しく学べる展示を作ることが大切だと感
じました．今回の動向調査を通して，来館者の動向を数値化し，
展示を作る際に考えるべき点について手を動かして学ぶという
とても貴重な体験をすることが出来ました．また，前半の実習
と組み合わせることで，展示についてより深く考え，お客様の
立場に立つことの重要性を学ぶことができたと思います．

終わりに
　この度の実習を通して，博物館の学芸員の仕事に触れさせて
いただき，座学では理解が及ばなかった多くのことを学ぶこと
ができました．前半の実習では，博物館の化石がどのように収
集され，クリーニングされ，登録，展示されているのかを順序
ごとに丁寧に知ることが出来，とても貴重な経験をさせていた
だきました．後半の動向調査では，実際に自分達で手を動かし
てデータ集める機会を与えていただき，集めたデータの処理の
仕方や展示への生かし方について学ぶことが出来たと感じてい
ます．研究員の思惑と来館者の興味関心とのバランスは非常に
難しいなと実感しましたが，将来自分が展示を考える機会に恵
まれた際には広い視野をもち，来館者に興味を持ってもらえる
展示を作成したいと思いました．
　最後に，お忙しい中，今回の実習期間中丁寧に指導してくだ
さった福井県立恐竜博物館研究職員の静谷さん，薗田さんをは
じめ，特別展の解説をしてくださった河部さん，並びに関係者
の皆様に深く御礼申し上げます．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
manto.yamada@gmail.com	 山田眞嵩（北大）
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）
a.sakuma@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 佐久間杏樹（東京大学）
dkuwano@chiba-u.jp	 桑野太輔（千葉大学）

写真2：恐竜化石発掘現場 写真3：化石発掘体験広場
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学　会　記　事

日本地質学会2019年度 
第2回理事会議事録

日　時：2019年9月23日（月）12:00～12:45
会　場：山口大学共通教育棟2F　24番教室
出席�役員 理事（41名）：天野一男　安藤寿男　

石橋　隆　磯崎行雄　岩井雅夫　ウォリ
ス　サイモン　大藤　茂　緒方信一　岡
田　誠　狩野彰宏　神谷奈々　亀尾浩司　
亀田　純　川端清司　小松原純子　小宮　
剛　斎藤　眞　坂口有人　佐々木和彦　
沢田　健　菖蒲幸男　菅沼悠介　杉田律
子　高嶋恒太　竹内　誠　竹下　徹　田
村芳彦　田村嘉之　中澤　努　奈良正和　
西　弘嗣　早坂康隆　平田大二　廣木義
久　福冨幹男　星　博幸　保柳康一　松
田博貴　三田村宗樹　道林克禎　山路　
敦

欠席�役員 理事（7名）：井龍康文 折橋裕二　
笠間友博　北村有迅　辻森　樹　楡井　
久 矢島道子　山口耕生　山崎晴雄，　監
事（2名）： 藤本光一郎　山本正司

＊�成立要件：理事総数 50名の過半数 26名　
本日の出席者41名で本理事会は成立．

　議決：出席者の過半数 22名 
＊�開催にあたって，沢田理事および亀田理事

を書記に指名した． 

報告事項 
1．執行理事会報告（斎藤常務理事）
 ・	2019年度第1回～第3回執行理事会議事録か

ら抜粋して，報告があった．
 ・	会員動向：3,609名（8月末日，昨年比-76），

5月以降の逝去者3名に対し，黙祷を捧げ
た．

 ・	小学生のための地学オリンピック～チャレ
ンジ地球の実施内容が確定．理事各位に周
囲への広報を依頼した．関西版：山陰海岸
ジオパーク11/10（日）または12/1（日），
クイズ30：12/15（日）．関東版：筑波山地
域ジオパークの霞ヶ浦湖岸11/23（土），ク
イズ30：12/15（日）．

2．その他の報告
1）自然史学会連合地質学会選出委員の交代

（斎藤理事）：斉木健一委員（千葉県博）か
ら，委員交代の希望が寄せられた．後任は兼
子尚知会員（産総研）．12/21総会で交代予
定．
2）行事委員会報告（岡田理事）
2019山口大会について
 ・	事前参加登録を3日延長（8/22に〆切）（事

前登録者数645）
 ・	講演件数569件（口頭334，ポスター 235）
 ・	プレ巡検２コースは台風のためキャンセ

ル，他６コースは催行予定
 ・	小さなESの集い（9/23）：11校13件の発表

予定．デジタル審査を行う．当日の表彰は
行わない．

 ・	緊急展示申し込み１件
 ・	若手会員のための地質関連企業サポート
（9/25）：8社出展予定

2020大会について
名古屋大会（会場：名古屋大学）．2020年１
月に会場確定．小さなESの集いは日・祝日
に実施するような日程を組むのがよい．
2021大会について
早稲田大会（会場：早稲田大学）．会場予約
は1年前から可能．日程候補を含めて検討を
進めている．

審議事項
1．標準層序に関するシンポジウム（11/23開
催予定）について（松田会長）
 ・	タイトル：「GSSPシンポジウム～国際層序

の意味と意義」，日程：11/23（土），場所：
産総研中央講堂，CPD対象，入場無料，
事前登録なし．

 ・	シンポジウムの趣旨とプログラム内容が
提案され，審議の結果承認された．

2．事務局運営体制の規則について（佐々木
理事）

（1）事務局運営規則について：事務局長など
の職位を設け，職務権限を定める．事務局長
に澤木寿子，事務主任に堀内昭子，事務員に
植田律子を充てる．

（2）事務局旅費規則について：国家公務員の
旅費規程を準用していたものを規則として定
める．
上記2規則が提案され，審議の結果承認され
た．9月23日より施行．
3．各種委員会委員の承認
 ・	地質技術者教育委員会の委員選出につい

て（天野理事）
以下の委員会メンバー案が示され，審議の結
果承認された．（敬称略）委員長：天野一男

（茨大名誉教授），副委員長：佐々木和彦（応
用地質），委員（JABEE）:竹内真司（日大），
金川久一（千葉大），小荒井衛（茨大），林　
広樹（島根大），委員（CPD）：加藤猛士（川
崎地質），細矢卓志（中央開発），亀高正男

（ダイヤコンサルタント），藤井正博（応用地
質）（任期は2021年6月30日まで）
 ・	2020年度選挙管理委員会の委員選出につ

いて（斎藤理事）
以下の委員会メンバー案が示され，審議の結
果承認された．（敬称略）委員長：飛田健二

（応用地質），委員：天野敦子（AIST），上栗
伸一（茨大），吉田健太（JAMSTEC），野崎　
篤(神奈川県博)
4．その他
 ・	地質学論集の復刊について楡井理事より

事前に要望が出され，意見が交わされた．
佐々木副会長（当時会計担当）より主に財
政的な理由から廃刊とし，地質学雑誌の特
集号で対応する方針としたとの，当時の経
緯についての説明があった．一方，特集号
では対応できない，電子出版を含めた出版
形態の検討の必要性や地質学雑誌の現状
のカテゴリーを十分生かせていない等の

意見が出た．現時点での論集の復刊には否
定的な意見が多かったが，出版物全体のあ
り方を考える中で執行理事会で検討する
こととした．

 ・	学会理事によるインターネットなどを通
じた地質学会や学会員に対する不適切な
発信および国際学会の審査に対する行為
について（菅沼理事）

	 千葉セクションのGSSP申請に関する標記
事案について，国際学会側では法的措置を
取ることが検討されていると聞くが，国内

（学会）でも対応が必要ではないかとの意
見が出された．それを受け，まずは執行理
事会で協議する旨，松田会長より回答があ
った．

　以上，この議事録が正確であることを証す
るため，議長及び出席監事・理事は次に記
名・捺印する．

2019年 10月9日
理事会議長 杉田律子

理事会副議長 道林克禎
代表理事：会長 松田博貴

（以下，出席理事氏名省略）

日本地質学会2019年度 
第3回理事会議事録

日　時：2019年11月30日（土）14:00～17:00
会　�場：千代田壽ビル　10階会議室（千代田

区神田紺屋町14）
出席�役員 理事（30名）： 天野一男　石橋　隆　

磯﨑行雄　ウォリス サイモン　大藤　
茂　緒方信一　岡田　誠　折橋裕二　狩
野彰宏　神谷奈々　北村有迅　小松原純
子　小宮　剛　斎藤　眞　坂口有人　
佐々木和彦　菖蒲幸男 杉田律子　竹内　
誠　田村芳彦　辻森　樹　中澤　努　奈
良正和　西　弘嗣　早坂康隆　平田大二　
星　博幸　保柳康一　松田博貴　道林克
禎

欠席�役員 理事（20名）：安藤寿男　井龍康文　
岩井雅夫　笠間友博　亀尾浩司　亀田　
純　川端清司　沢田　健　菅沼悠介　高
嶋　洋　竹下　徹　田村嘉之　楡井　久　
廣木義久　福冨幹男　三田村宗樹　矢島
道子　山口耕生　山路　敦　山崎晴雄　　　
監事（2名）： 藤本光一郎　山本正司

＊�成立要件：理事総数 50名の過半数 26名 本
日の出席者30名で本理事会は成立．

＊�議決：出席者の過半数 15名 
＊�開催にあたって，北村理事および坂口理事

を書記に指名した．

報告事項 
1．執行理事会報告（斎藤常務理事）【執行理
事会議事録2019–4回以降】
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斎藤常務理事から10月および11月の執行理事
会の議事報告があった．
2．理事および委員会等報告
1）アイランドアーク編集委員会（田村理事）
田村編集長より投稿および出版状況の説明が
あった．学会公式の国際誌としてIFが低い事
に対する強い危機感が表明され，理事をはじ
め多くの会員の投稿が呼びかけられた．
2）その他
 ・	JpGUの国際化について：ウォリス理事
（JpGU副会長）より，JpGU大会の国際化
推進の呼びかけに応じて，地質学会から提
案されたセッションは地域地質等一部セッ
ションを除いて大部分が英語セッションと
なった旨，報告があった．JpGUとしては
さらに国際化・英語化を進めていくとのこ
と．セッション英語化の推進について賛否
意見がでた．

審議事項
1．総会の日程について（斎藤常務）
斎藤常務理事から総会日程の提案が下記の通
り了承された．
日程：2020年5月23日（土）　会場　北とぴあ
2．外部監事候補者の推薦について（斎藤常
務）
斎藤常務理事から外部監事として現監事の山
本正司氏を再び推薦することが提案され，提
案通り了承された．
3．名誉会員推薦委員会委員の選出・承認に
ついて（佐々木副会長）
名誉会員推薦委員会委員について佐々木副会
長より職階委員が，斎藤常務理事から理事会
代表委員として下記の通り提案があり，了承
された．また，理事会代表委員を選出した．
委員�長：佐々木和彦（副会長），
職責�委員（各支部長）：竹下　徹（北海道）・

林　信太郎（東北）・山崎晴雄（関東）・
大藤　茂（中部）・三田村宗樹（近畿）・
西山賢一（四国）・早坂康隆（西日本）

職階�委員：渡部芳夫（官公庁）・米澤正弘
（小中高）・向山　栄（会社）・木村　学
（大学） 

理事�会代表委員：保柳康一
4．2019年度事業計画に照らした本年度実績
概要（案）（松田会長）
今月までの実績を反映した「2019年度事業計
画に照らした本年度実績概要（案）」が松田
会長から示され，原案のまま了承された．
5．2020年度事業計画骨子（案）（松田会長）
2020年度の事業計画骨子（案）が松田会長か
ら示された．細部について質問，追加希望な
どが挙げられ，ブラッシュアップすることで
了承された．
6．事務局契約職員の人事について（佐々木
副会長）
事務局体制の現状について，そして対応策が
佐々木副会長より下記の通り報告と提案があ
った．
提案通り了承された．
①今年4月16日に事務局の契約職員として採

用した植田律子氏は，本人の申し出により11
月19日付で退職した．
②退職により年末にかけての多忙な事務局業
務に対応するため，急遽アルバイト募集を行
うこととした．後日2名を採用．
③今後の恒常的な事務局員不足を解消するた
め，12月からハローワークに募集依頼を行っ
て後任の契約職員を1名採用したい．
7．学会組織の再編について（佐々木副会長）
学会組織の現状と課題について佐々木副会長
より報告があり，活動が不活発な委員会の動
向把握と存続の判断を含め，学会規則に沿っ
た委員会組織の再編を進める方針が提案され
た．若干の趣旨の確認が行われ，この方針で
議論を進めることが了承された．
8．学術大会講演要旨集の電子化に関わる検
討（岡田理事）
岡田理事より学術大会の要旨の電子化につい
て提案があった．演題登録からプログラム編
成，冊子編集の負担削減およびミス防止が図
れる．ただし印刷の冊子体がなくなり，ネッ
ト公開のサーバーがJ-STAGEからConfitサー
バーに移る．人的負担，プログラム編成のた
めの旅費，編集・印刷経費は大幅に削減され
るが，システム利用料がかかるため経費的な
差はほとんどない．将来的な会員減を想定す
ると容易に変更できない固定費となる懸念が
ある．本件について会員に広く意見聴取を行
いたいとの説明があった．これに対して，大
会会場のネット環境を配慮する必要がある，
社会の動向として印刷物を減らすべき，
Confitサーバーに要旨データをアーカイブす
ると他社サービスに移行できなくなる，要旨
の引用ルールなどについて議論され，2020年
1月の執行理事会後に会員にメリット・デメ
リットを示して広く意見聴取することになっ
た．
9．各賞選考規則の改正について（小さなES
の名称変更を含む）（磯崎理事／星理事）
 ・	学術大会の「小さなEarth Scientistの集い」

の名称を変更する方針が星理事から提案
された．4月の理事会を目指して新名称に
する方針が了承された．

 ・	各賞選考委員会の選考方法および委員構成
の課題について磯崎理事から説明がなさ
れ，再検討する方針が提案され了承された．

10．地質学雑誌の投稿にかかる書類の改正
保証書および著作権譲渡等同意書の署名捺印
に関する記述が不統一であるので，署名（捺
印不要）に統一して修正する提案がなされ，
承認された．

　以上，この議事録が正確であることを証す
るため，議長及び出席監事・理事は次に記
名・捺印する．

2019年12月23日
理事会議長 杉田律子

理事会副議長 道林克禎
代表理事：会長 松田博貴

（以下，出席理事氏名省略）

2019年度第3回執行理事会議事録

期　日：2019年9月2日（月）13:00～17:00
場　所：学会事務局
出席�者：松田会長，平田副会長，佐々木副会

長，斎藤常務，辻森，西，大藤，小宮，
岡田，坂口，中澤，磯﨑

欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）： 田村，安藤（松田），廣木，ウォ
リス，星，緒方

欠席�者（委任状なし）： 
＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

12名，委任状6名，合計18名の出席 
＊�7月議事録の確認

Ⅰ　審議事項
1）9/22理事会の議案
 ・	報告（選挙関係，各賞規則の問題提起な

ど）
 ・	標準層序に関するシンポジウム
 ・	事務局運営体制の規則
 ・	委員の承認（地質技術者教育委員会，選挙

管理委員会）
2）標準層序に関連するシンポジウムについ
て（松田会長）
日程：11月23日（土），場所：産総研中央講
堂，CPD対象，入場無料，事前登録なし
シンポジウム趣旨とプログラム内容が提案さ
れ，微修正のうえ了承された．納谷行事委員
がシンポジウムを担当する．プレスリリース
およびポスターは広報（坂口）が担当する．
3）事務局の運営体制について（緒方理事、
佐々木）：事務局運営規則，事務局旅費規程
の制定佐々木副会長から事務局運営体制につ
いて事務員に対してヒアリング調査を行っ
た．事務局の運営実態に即した形で運営規則
および旅費規則を理事会に新規提案していく
方針が了承された．
4）地質学者に答えてもらおうの今後につい
て（坂口）未回答の質問については不適当な
質問を除き，広報（坂口，小宮）および執行
理事を中心に回答を作成する．今後は理事を
中心に回答者リストを作成して割り振る．生
涯教育委員会も協力して進める．
5）Island Arc
 ・	日本地質学会としてIsland Arcの重要性が

再確認された．
 ・	日本語要旨が論文受理の遅れを招くと問

題提起があった．日本語要旨の提出を論文
受理要件から切り離して早期受理を進め，
ダウンロード促進策として著者による英
文の3行ハイライトの和訳をニュース誌掲
載してもらうことをIsland Arc編集委員会
で検討してもらう．

 ・	Open Access出版費用をサポートできるよ
うな科研費の申請が提案された．Open 
Access化にかかわるWiley社との契約条項
を確認する．

6）各賞関連の規則について：（齋藤常務）
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来年（2021年度）の選考を目指して磯崎理事
のもと各賞選考規則を再検討する．
7）山口大会での各種会議の設定について：
 ・	支部長連絡会議　9/23（月）開催予定（平

田副会長）・専門部会長連絡委員会は開催
しないが，夜間小集会「大型研究」に部会
長もしくは代理の方に出席してもらう．　

8）ジオパーク全国大会でのジオルジュ宣伝
ブース出展について（坂口）
ジオルジュの販売先営業のために，ジオパー
ク全国大会おおいた大会にブース出展が提案
され，了承された．
9）山口大会プレスリリースについて（坂口）
記者向け資料が提案され，提案文については
小修正の上で了承された．特筆すべき学術講
演について更に推薦してもらえるよう検討す
る．
10）そのほか
地学教育の普及と底上げのために，SSHの活
動に対して学会として積極的に支援すべき．
各支部および小さなESの集いとの連携など
できることがないか，支部および地学教育委
員会に検討を依頼する．

Ⅱ　報告事項
1．全体的報告
1）学会HPに会長名による『「千葉セクショ
ン」に関する声明』（8/15付）を掲載した．
2）地球惑星連合より2020年JpGU-AGU共同
大会（5/24～28；於幕張メッセ）では，可能
な限り英語でのセッションを提案して欲しい
旨依頼があった．地質学会としても積極的に
国際化を推進する．
3）選挙開票立会人（2名）として，金沢直人

（中央開発），尾張聡子（東京海洋大）会員に
承諾頂いた．選挙告示は例年通りニュース誌
9月号に掲載するための準備中．
4）一家に一枚「日本列島7億年」（2018年度
採択）増刷について，文科省へ東北大学と連
名で成果利用申請を提出し承認された．山口
大会での配布ためA2,A3版各1,000枚を増刷す
る． 
5）記念日協会より「地質の日」（5/10）の登
録確認があり，登録を維持する旨（記念日登
録確認書）を返信した．

2．運営財政部会：総務委員会 （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
1）山田科学振興財団より2019年度研究援助

（2019/2/22締切）の結果通知があった．地質
学会からの推薦2件は不採択であった．
2）山田科学振興財団2020年度海外研究留学
助成（長期間派遣援助）の募集があった

（10/31締切）．→ニュース誌，geo-flash掲載
予定．
3）第20回こどものためのジオ・カーニバル

（2019/11/2-3　於大阪市立科学館）より後援
名義使用依頼があり承諾した．
4）深田地質研究所より深田研一般公開2019

（10/6）への協力依頼（フォトコン写真の貸
出）を承諾した．

5）石油技術協会より令和元年度秋季講演会
（10/17，於東大）への協賛依頼がありこれを
承諾した．
6）2020年度笹川科学研究助成の公募（申請
期間：2019/9/17-10/16）．学術研究部門100
万円（院生，35歳以下任期付き雇用者），実
践研究部門50万円（学校，NPO職員）→ニ
ュース，geo-flash掲載済
＜会員＞
1．今月の入会者（5名）
　正会員（3名）後藤　聡　佐野恭平　石澤　
勝正（学部学生割引）会員（2名）佐々木荘
春　柳沢真悠花　
2．今月の退会者　なし　
3．今月の逝去者（1名）
　正会員（1名）白石正一（逝去日　2019年5
月1日）
4．2019年8月末日会員数
賛助：27　名誉：51　正会員：3531（正：
3353，院割：165，学部割：13），合計：3609

（昨年比　-76）
＜会計＞
なし
3．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
 ・	山口大会プレスリリースについて：特筆す

べき講演1件をプレス予定．【資料04】
	 特筆すべき学術講演について更に推薦し

てもらえるよう検討する．
4．学術研究部会（磯崎・ウォリス・岡田・
辻森）
1）行事委員会（岡田）

（1）山口大会関係
 ・	事前参加登録を予定より3日延長し，8月22

日に締切った（登録者数約645）．
 ・	巡検全8コースすべて催行予定．
 ・	小さなESのつどい（9/23）：11校13件の発

表予定．昨年同様デジタル審査を行う．当
日の表彰は行わない．

 ・	ポスター会場は2部屋を設置．一般公開セ
ッション（9/23実施）のうち R6,ORにつ
いては情報展会場にポスターを掲示する．

 ・	学会の宿泊斡旋は申し込み終了．申し込み
は少なかった．

 ・	緊急展示募集中（締切9/5），申込1件あり．
（2）JpGU2020プログラム委員として，地質
学会から2名（正：板木拓也，副：納谷友規）
を選出した．
2）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	韓国地質学会の招待につき済州島に会長

とウォリス理事が10月に渡航予定．
3）JIS，標準担当（中澤）
 ・	標準層序に関する解説「GSSPとは何か？」

を学会HP上に掲載した．ニュース誌9月号
にも掲載予定．

4）その他（辻森）
 ・	地質系統・年代の日本語記述ガイドライン
（国際年代層序表）が2019年5月に改訂さ
れ，日本語版を更新した（変更点；更新世
中期の下限が，78.1万年前→77.3万年前）．

5．編集出版部会（大藤・田村）
1）地質学雑誌編集委員会 (大藤)

（1）編集状況報告（8月10日現在）
 ・	2019 年投稿論文：48 編［内訳］論説22
（和文20・英文2），レター 1（英文），総説
5（和文），ノート2（和文2），報告9（和文
8・英文1），口絵3（和文3），巡検案内書6

	 査読中：32，受理済み：19（うち特集号6）
 ・	125巻8月号：山口大会巡検案内書4編掲載．

9/2発送．
 ・	125巻9月号：通常号（論説3，ノート1，報

告1）計67頁（入稿中）
 ・	125巻10月号：特集：三次元地質モデル研

究の新展開：その2」（世話人：木村克己，
高野　修，升本眞二・根本達也）＋通常原
稿3-4編（予定）

 ・	山口大会巡検案内書：未受理分が8/31付け
で受理．投稿原稿は全て受理となった（他
6編は掲載済み）．

2）アイランドアーク編集委員会(田村) 【資料
03】

（1）編集状況報告 
（2）その他
 ・	9/24山口大会夜間小集会「日本地質学会に

国際誌は必要か？」を開催予定．Island 
Arcの今後について過去の編集委員長経験
者に意見聴取を行っている． 

 ・	次期編集委員長（2020年1月～）の候補2名
に内諾を頂いた．

3）企画出版委員会（小宮）
　なし
6．社会貢献部会（星・廣木・中澤）
なし
7．地質技術者教育委員会（佐々木）
 ・	8月9日に第1回地質技術者教育委員会を開

催した．山口大会で第2回委員会を開催し
て活性化を図る．

8．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	山口大会でランチョンを開催し，支援活動

の活性化を図る．
9．地学オリンピック支援委員会（星）
 ・	チャレンジ地球実施概要が確定した．各方

面への広報を開始する．【資料05】
［東京大会］後援（予定）：日本地学教育学
会，特別後援：NPO地学オリンピック日本
委員会

［大阪大会］共催（予定）：兵庫県立大学大学
院地域資源マネジメント研究科，後援（予
定）：山陰海岸ジオパーク推進協議会，豊岡
市，日本地学教育学会，特別後援：NPO地
学オリンピック日本委員会
 ・	参加者の費用負担軽減のため，バスの手配

方法などについてさらに検討する．
10．地質災害委員会（斎藤）
なし

以上

2019年9月23日

一般社団法人日本地質学会執行理事会
会長（代表理事）松田博貴

署名人　執行理事　斎藤　眞

13-18_学会記事.indd   1513-18_学会記事.indd   15 2020/01/27   13:502020/01/27   13:50



16 日本地質学会News　23（１）

2019年度第4回執行理事会議事録

期　日：2019年10月26日（土）13:00～17:00
場　所：学会事務局
出席�者：松田会長　佐々木副会長　平田副会

長　齋藤常務　安藤　緒方　西　坂口　
小宮　磯崎　ウォリス　岡田　大藤　田
村

欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）：星　廣木　中澤　辻森

欠席�者（委任状なし）： 
＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

14名，委任状4名，合計18名の出席 

Ⅰ　審議事項 
1．11/30理事会議案について
 ・	2020年度事業計画骨子（案）
	 会長より案が提示され，今後検討していく

こととした．
2．11/23 GSSPシンンポジウムについて
 ・	準備状況の報告，交通アクセス等について

の紹介があった．
3．名誉会員推薦委員会の職階委員の推薦

（佐々木）
 ・	職階別の委員（官公庁，小中高，会社，大

学）のそれぞれについて，候補を列挙し
た．担当理事が打診する．11/30の理事会
で選出する．

4．Island Arc編集委員会からの提案（理事
の投稿義務化について）
 ・	ジャーナルの品質および IF向上のために，

学術研究を主とする理事に対して，Island 
Arcへの投稿義務化が提案されたが，まず
は投稿を奨励する呼びかけや案内を工夫し
ながら，IF向上に向けて進めることとし
た．理事も積極的に投稿する雰囲気づくり
を進める．

5．地質学雑誌保証書，著者権譲渡等同意書，
編集規則，著作物利用規定の英訳版の整備に
ついて
 ・	日本語版の規則・書式の改定に対応した英

訳版の整備が必要となり，編集委員会とウ
ォリス理事が担当して進める．

6．地質学論集の復刊について
 ・	地質学雑誌の出版状況やこれまでの論集発

行の実績，論集廃止の経緯などを考慮して
審議し，標記提案に対しては，想定される
投稿内容が地質学雑誌にふさわしいこと，
地質学会における論文投稿には二重基準は
ないことから，地質学雑誌特集号として提
案していただくよう回答する． 

7．理事によるインターネットなどを通じた
学会や学会員に対しての不適切な発信行為に
ついて
 ・	9/23の第2回理事会での菅沼理事からの要

請事項について，これまでの地質学会の対
応等を考慮し，今後の動向を注視していく
ことにした．

8．学術大会講演要旨集の電子化，冊子体の

廃止について
 ・	行事委員会から，現在利用している演題登

録受付システム（Confit）のフルサービス
（演題登録・プログラム編成・要旨WEB公
開）利用によって冊子体を廃止する提案が
あり，賛否を含めいくつかの意見が出た．

（システムのフルサービス利用によるメリッ
ト）
 ・	行事委員会（プログラム編成作業）・事務

局作業・委員会開催交通費の軽減が見込ま
れる．

 ・	会期前に要旨がWeb上で閲覧・ダウンロ
ード可能になる．

 ・	冊子体の編集印刷作業が無くなると講演
申し込み締め切りを少し遅らせることが
可能．

（その他の意見）
 ・	冊子体を廃止しても，システム利用料が増

加するため経費節減（参加費値下）にはな
らない．

 ・	冊子体希望者への対応が必要．オンデマン
ド印刷して希望者が冊子体を購入する場
合，購入者の負担が大きい．

 ・	試行期間を設けて，来年度は冊子体を作成
するが，学会HP上で要旨pdfをダウンロー
ドできるようにしてはどうか．

 ・	行事委員会の作業を手伝うアルバイトを
依頼して，作業負担を軽減し，冊子体を維
持した方が良い．webに依存しない．Web
の維持費や更新費増を避ける．

　上記の意見もふまえ，メリット・デメリッ
トについてさらに検討し，11/30の理事会に
具体的に提案する．来年1-2月に原案を会員
に紹介・意見聴取したうえで，来年4月の理
事会で決定する．
9．「古生物図鑑」（宝島社）監修費について
　西理事より，依頼・編集・作業の経緯の説
明の後，出版社からの監修費は個々の監修協
力者に作業量に応じて分配することを承認し
た．10月末に校了の予定．
10．geo-Flashのマスコミ等への配信につい
て，地質学の普及に関わると判断される場合
は，認めることとする．その場合は配信先の
情報を確認する．文部科学省省記者会に対し
ては配信希望を募る．

Ⅱ　報告事項
1．全体的報告
1）9月10日付にて2018年度代議員および役員
選挙の告示を行い，10月11日（金）より11月
5日（火）まで立候補の受付を行う．ニュー
ス誌9月号とホームページに，実施要領とス
ケジュールが掲載されている．
2）各賞選考委員会（委員長　亀尾浩司）は，
2020年度各賞候補者募集を開始した（12月2
日（月）締切）．
3）宝島社より，出版予定の古生物図鑑の監
修依頼があり承諾した．西理事が担当．
2．運営財政部会：総務委員会 （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
1）地学団体研究会より「高レベル放射性廃

棄物の処分政策を再検討し，原子力政策の抜
本的見直しを求める」声明文が届いた（9/10
付け）【資料回覧】
2）日本技術者教育認定機構（JABEE）より
創立20周年記念シンポ，懇親会（11/26，建
築会館ホール）の招待があった．佐々木副会
長および天野理事（地質技術者教育委員会委
員長）が出席する．
3）三浦半島活断層調査会：「深海から生まれ
た城ヶ島」観察会（10/6実施，学会後援）の
実施報告があった（参加者14名+スタッフ7
名）．
4）新潟大学旭町学術資料展示館サテライト
ミュージアム企画展示「アンモナイト展」

（7/20-8/31開催：地質学会後援）の事業実施
報告があった（来場者数898名，体験イベン
ト85名参加）．
5）石油技術協会秋季講演会（10/17開催：地
質学会協賛）より開催報告があった（参加者
91名）．
6）令和元年度千葉県職員採用選考考査（地
質職）の募集（締切9/19）→学会HP掲載済
7）山田科学振興財団2020年度研究援助候補
募集（締切2/28，学会締切1/30）→ニュース
誌，geo-Flash掲載済
8）第61回藤原賞受賞候補者募集（締切
12/13，学会締切11/25）→ニュース誌，geo-
Flash掲載済
9）戦略的創造研究推進事業　総括実施型研
究（ERATO）テーマ候補・研究総括候補募
集（締切11/29）→ニュース誌，geo-Flash掲
載済
10）山梨富士山科学研究所国際ワークショッ
プ2019（11/28，於都道府県会館（東京））お
よび国際シンポジウム2019（11/30，於山梨
富士山科学研究所ホール）の開催案内→ニュ
ース誌，HP， geo-Flash掲載済．
11）フォッサマグナミュージアム特別展「日
本列島の歴史を変えた石展」（10/5-12/1開催）
への後援」名義使用を承諾した．
12）NPO法人地学オリンピック日本委員会
主催，普及講演会「地球をぶらり」（11/9，
於城西大学）への後援名義使用を承諾した．
13）第29回環境地質学シンポジウム（11/29-
30，日本大学）の共催を承諾した．
14）原子力総合シンポジウム2019（12/2，日
本学術会議講堂）への共催を承諾した
15）第57回アイソトープ・放射線研究発表会

（2020/7/7-7/9，東大弥生講堂）への後援名
義使用を承諾した．
16）消防防災科学技術研究推進制度令和２年
度研究開発課題の公募（募集期間10/23-
12/23）→ニュース誌11月号，geo-Flash掲載
予定．
17）石油資源開発株式会社より役員就任の挨
拶（代表取締役社長　藤田昌宏氏）
18）基礎地盤コンサルタンツ株式会社より役
員就任の挨拶（代表取締役社長　柳浦良行
氏）
＜会員＞
1．今月の入会者（2名）
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　正会員（2名）菊地瑛彦，池田拓也
2．今月の退会者（1名）
　正会員（1名）岩田大地　
3．今月の逝去者（1名）
　正会員（1名）齋藤保人（逝去日：2019年9
月10日）
4．2019年9月末日会員数
賛助：27　名誉：51　正会員：3534（正会
員：3354，正（院割）会員：165，正（学部
割）会員：15）合計　3612（昨年比　-74）
＜会計＞
 ・	山口大会の中止となったプレ巡検について

は，キャンセルポリシーに沿って，10%の
手数料を差し引いて順次返金をしている．

 ・	「古生物図鑑」（宝島社）監修費について
【→審議事項】

3．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
 ・	地学オリンピック予選参加者配布用冊子
「地球にわくわく未来ガイド」への広告掲
載依頼（無料）があり，WEB教材「ボク
たちの“足もと”から地球のことを知ろ
う」のチラシを掲載する予定．

4．学術研究部会（磯崎・ウォリス・岡田・
辻森）
1）行事委員会（岡田）

（1）山口大会実施報告
 ・	参加登録者数　約720名（事前参加登録

590，当日登録130）
 ・	地質情報展来場者数　948名
 ・	プレ巡検2コースが台風接近のため中止．

会期後の6コースについては催行した．
（2）名古屋大会
 ・	市民講演会「古生物学入門」2020年9月13

日（日）名古屋大学文系カンファレンスホ
ール

 ・	地質情報展　2020年9月20日（日）～22日
（火・祝）　名古屋市科学館

	 本会場（名古屋大）の申請は2020年1月に
なるため，事前に会場を確保した．

2）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	大韓（韓国）地質学会の招待につき学術大

会（済州島）へウォリス理事が出席した
（10/23-26）．

	 IGC2024の巡検の準備については情報を収
集中である．

 ・	モンゴル地質学会とのMOU更新予定
（2019.11より5年間）

	 MOU締結の時期と手順について，先方と
相談し，手続きを進める．地質学会として
は本年度中に延長する．

3）JIS，標準担当（中澤）
特になし
4）その他
特になし
5．編集出版部会（大藤・田村）
1）地質学雑誌編集委員会　(大藤)

（1）編集状況報告（10月15日現在）．
 ・	2019年投稿論文：53編［内訳］論説28（和

文25・英文3），レター 1（和文），総説5
（和文5），ノート2（和文2），報告8（和文
7・英文1），口絵3（和文3），巡検案内書6，

 ・	」査読中：36，受理済み：20（うち特集号
5）

 ・	125巻10月号：特集：三次元地質モデル研
究の新展開：その2」（世話人：木村克己，
高野　修，升本眞二・根本達也）＋通常原
稿3編（ 計70頁，10/24校 了，11/1発 送 予
定）

 ・	オープンファイルに地質図等のドロー版
（ベクトルデータ）のデータ掲載希望があ
り，会員サービス向上の観点からも，オー
プンファイルへ細則の改定を検討中．

 ・	保証書，著者権譲渡等同意書，編集規則，
著作物利用規定の英訳版の更新および新
規作成を準備中【→審議事項へ】

2）アイランドアーク編集委員会(田村) 
（1）編集状況報告【資料03】
（2）その他
 ・	2019年投稿論文：53編［内訳］論説28（和

文25・英文3），レター 1（和文），総説5
（和文5），Wiley社編集事務局担当者の交
代：11/1よりパリ・ラリタ氏（Ms. Lalitha 
Pari, 使用言語：英語）に変更．

 ・	理事の投稿義務化について【→審議事項
へ】

3）企画出版委員会（小宮）　
　特になし
6．社会貢献部会（星・廣木・中澤）
　特になし
7．地学教育委員会（委員長　三次）
 ・	山口大会の小さなESのつどいのデジタル

ポスター審査を終了した．優秀賞3件．奨
励賞4件．（件数修正しました：澤木）

8．地質技術者教育委員会（佐々木）
 ・	11/25建設系CPDシンポジウムに佐々木理

事が出席予定
 ・	11/26 JABEE20周年記念シンポジウムに

佐々木理事・天野理事が出席予定
9．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	10月3日に第37回日本ジオパーク委員会が

開催され，審査結果が発表された
	 Mine秋吉台ジオパークのユネスコ世界ジ

オパーク国内推薦は見送られたが，日本ジ
オパークは再認定され，桜島・錦江湾ジオ
パーク（エリア拡大）の日本ジオパーク新
規認定は保留，五島列島の日本ジオパーク
新規認定は見送りとなった．

10．地学オリンピック支援委員会（星）
　特になし
11．地質災害委員会（斎藤）
 ・	ぼうさいこくたい2019参加報告（川畑大

作，代理斎藤）
　今後，毎秋開催地を持ち回りで行うが，学
会として積極的にブースを出展するのがよい
との指摘があった．
12．そのほか
 ・	学会のホームページの学会組織・委員会の

欄にある，組織図については，今期の委員
会組織の見直し・状況把握を反映したもの
に更新する（佐々木副会長担当）．

 ・	IGC2020インド・デリーで行われる（2-8　
March, 2020）の万国地質学会議について

は，IGC2024(韓国・釜山)への協力体制の
ためもあるので，会議の実施状況について
参加者から情報収集する．また，日本地質
学会のプレゼンスも考慮し，IGCには今後
積極的に関わっていくべきとの意見が出
された． 

以上
2019年11月23日

一般社団法人日本地質学会執行理事会
会長（代表理事）松田博貴

署名人　執行理事　斎藤　眞

2019年度第5回執行理事会議事録

期　日：2019年11月23日（土）11:00～12:30
場　所：産総研　地質標本館　多目的室
出席�者：松田会長　佐々木副会長　平田副会

長　斎藤常務　西　小宮　岡田　辻森　
大藤　田村　星　中澤　磯崎　ウォリス

欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）： 安藤　坂口　廣木　緒方

欠席�者（委任状なし）： 
＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

14名，委任状14名，合計18名の出席 
＊�10月議事録の確認

Ⅰ　審議事項
1．11/30理事会議案（最終確認）
1）総会の日程について
2）外部監事候補者の推薦について
3）名誉会員推薦委員会委員の選出について
4）2019年度事業経過報告（松田会長）
5）2020年度事業計画骨子（案）（松田会長）
6）学術大会講演要旨集の電子化に関わる検
討
7）事務局契約職員の人事について
8）学会組織の再編について
9）各賞選考規則の改正について（小さなES
の名称変更も合わせて）
2．学術大会講演要旨集の電子化に関わる検
討（岡田）
前回（第4回）の執行理事会に引き続き，演
題登録受付～プログラム編成～公開のシステ
ム（Confit_All）導入と冊子体の講演要旨集
廃止について意見交換した．次回の理事会で
も議論を進める．なお，2020年名古屋大会で
の運用のためには，来年4月の理事会での議
決が必要． 
＜ 以 下， 今 回 出 さ れ た 意 見 ＞ す で に
J-STAGEで公開されている要旨は今後も
J-STAGEで閲覧可能だが，今後Confitに掲載
した要旨をJ-STAGEで見ることはできない．
ただネットで検索できれば問題ないのではな
いか．とにかく事務量削減が重要．理事会に
採用のメリットが評価できる新規-現行の対
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照表を示す必要がある．
3．「小さなアースサイエンティストのつど
い：小，中，高校生徒「地学研究」発表会」
の名称変更について（星）
地質学会で正式に承認された賞であることが
ひと目でわかるような名称に変更したい（例
えば，「日本地質学会ジュニアセッション」
など）．検討の上，次回理事会に新名称を提
案することとした．また，これまでは理事が
審査を担当しているが，各賞選考委員会が審
査に関与するかも含め理事会で検討する．
4．事務局契約職員の人事について（佐々木）
本人の申し出により退職した．急きょアルバ
イトを募集することになった．後任の契約職
員を採用したい（12月に募集開始予定）．
5．学会組織の再編について（佐々木）
再編について，次回理事会で以下の提案をす
る．
①適切な組織図の提案．
②活動が不活発な委員会の動向把握と存続可
否の判断．特に，連携事業委員会，利益相反
マネジメント委員会，地質用語国際標準対応
委員会．
③委員会活動の再整備の提案．
④研究委員会の再設置申請の提案．特に，地
質環境長期安定性研究委員会，南極地質研究
委員会．
⑤代議員・理事定数の改定検討の提案．学会
運営に対する会員の関心度の低さが問題との
意見が出た．定数設定時に比べて会員数が大
幅に減少しているため，適切な代議員数や理
事定数を検討する必要がある．検討している
旨を2020年総会で説明し，必要に応じて2021
年総会決議に委ねる．また，会長・副会長意
向調査の必要性を法的に確認し，意向調査手
続きの妥当性についても検討する．
6．外部監事候補者の推薦について
現職の山本正司監事に打診し，内諾を得た．
次回理事会の議題にする．
7．各賞選考規則の改正について
学術研究部会長より，「地質学会賞」・「国際
賞」と「それ以外の賞」は選考組織を分けた
ほうが良いとの提案があり．次回理事会で, 
執行理事会内での議論開始を報告する．
＜以下，今回出された意見＞ 地質学会賞と
国際賞の選考を担当する委員会を新設（ある
いは，現状の検討委員会を再編）する。 本
学会への貢献度を推薦理由に明示させる。ど
のような貢献に対して地質学会賞と国際賞を
与えるかという基本的な点から再検討する。

Ⅱ　報告事項
1．全体的報告
1）学会主催，地学オリンピック支援委員会
運営の「チャレンジ地球（関東版）：ジオパ
ーク探検（11/23実施予定）」について，申込
人数が少なかったため，内容を一部変更して
実施することを了承した．ただし，来年度以
降は現実的な事業計画の見直しが必要．申し
込み人数がかなり少ないため，企画自体の再
検討が必要という意見もあった．なお，本日

（11/23）の巡検は雨天のため中止となった．
2) 11/8に選挙管理委員会を開催．立候補者
はすべて定数内であったので，全員が無投票
当選となり，代議員の投票は行わない．立候
補者合計155名：全国区95名，地方区60名．
会長・副会長の意向調査は実施するため，選
挙広報等は11月4週目中の発送予定．
3）名古屋大会“市民講演会「動物の進化を
探る-古生物学の世界-」および地質情報展
2020あいち” について，科研費を申請した

（11/7締切．採択結果は2020年4月通知予定）． 
2．運営財政部会：総務委員会 （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
 ・	三菱財団2020年度自然科学研究助成の公

募→ニュース誌，geo-flash掲載．
 ・	消防防災科学技術研究推進制度の令和2年

度研究開発課題の募集（12/23締切）→ニ
ュース誌，geo-flash掲載．

＜会員＞
1）今月の入会者（正会員２名）
　下釜耕太　相川充弘
2）今月の退会者 なし
3）今月の逝去者（正会員　1名）
　塚田有一郎　（逝去日　2019年7月17日）
4）2019年10月末日会員数
　賛助：27
　名誉：50
　正会員：3536［内訳　正会員：3356，正

（院割）会員：165，正（学部割）会員：15］
　合計 3613（昨年比 -72）
＜会計＞
 ・	日本地質学会監修「やばすぎ！古生物図

鑑」（宝島社）が発行（2019年11月28日）
された．監修料を出版社に請求中．担当分
量に応じて順次監修者に分配予定．

3．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
 ・	ジオルジュ 2019年後期号発行．地質学雑

誌11月号とあわせて会員へ配布予定．また
地学オリンピック予選参加者配布のため，
昨年同様2,500部増刷．

 ・	第11回惑星地球フォトコンテスト（1/31締
切）募集中．下記の後援および協賛を得
た．後援：日本ジオパークネットワーク，
深田研ジオ鉄普及委員会．協賛：株式会社
ウインディーネットワーク．

4．学術研究部会（磯崎・ウォリス・岡田・
辻森）
1）行事委員会（岡田）
特になし
2）国際交流委員会（ウォリス）
特になし
3）JIS，標準担当（中澤）
特になし
4）その他（辻森）
特になし
5．編集出版部会（大藤・田村）
1）地質学雑誌編集委員会　(大藤)

（1）編集状況報告（11月10日現在）．
 ・	2019年投稿論文：58編［内訳］論説32（和

文29・英文3），レター 1（英文），総説6
（和文5・英文1），ノート2（和文2），報告8

（和文7・英文1），口絵3（和文3），巡検案
内書6

 ・	査読中：29　受理済み：19（うち特集号7）
 ・	125巻11月 号（ 通 常 号 ）5編（ 計55頁，

11/25校了，12/3発送予定）
（2）その他
 ・	保証書，著者権譲渡等同意書，編集規則，

著作物利用規定の英訳版を更新および新
規作成した． 

 ・	保証書・同意書（和文）の，署名・捺印に
ついて，署名または捺印のどちらかで可と
するよう，表記を一部修正する．

2）アイランドアーク編集委員会(田村) 
（1）編集状況報告
（2）その他
 ・	新表紙デザインを作成中．いくつかサンプ

ルが回覧された．
 ・	Island Arcへの投稿の呼びかけを理事会へ

の提言
 ・	理事会向けの投稿呼びかけ文書を作成し

た．次回理事会に提出する． 
3）企画出版委員会（小宮）　
特になし
6．社会貢献部会（星・廣木・中澤）
 ・	『小さなアースサイエンティストの集い：

小，中，高校生徒「地学研究」発表会』の
名称変更について【→審議事項へ】

 ・	2020年の地震火山こどもサマースクール
は浅間山北麓ジオパークで8月18日，19日
に開催予定．

7．地質技術者教育委員会（佐々木）
特になし
8．ジオパーク支援委員会（平田）
特になし
9．地学オリンピック支援委員会（星）
　特になし
10．地質災害委員会（斎藤）
 ・	防災学術連携体より「令和元年台風19号に

関する緊急報告会（12/24予定）」（仮）の
発表募集があり，会員からの発表を募った
が，応募はなかった．地質学会としての発
表は行わない．

2020年1月11日

一般社団法人日本地質学会執行理事会
会長（代表理事）松田博貴

署名人　執行理事　斎藤　眞
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2020 年４月〜 2021 年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 23 日（月）でした．
　2020 年度分会費の引き落とし日は昨年の 12 月 23 日でした．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下
さい．これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チ
シツカイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2020 年 6 月にも引き落とし手続きを行う予定です）．自
動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご協力をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，

「自動払込利用申込書」（ニュース誌 10 月号巻末掲載）をお送り下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　昨年 12 月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙を発送しました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

2020 年度の会費払込について

	 会員資格	 2020 年 4 月〜 2021 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2019 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2020 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員	 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請	 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請	 5,000 円

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
 　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ

ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

災害に関連した会費の特別措置のお知らせ

　日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の方々のご窮状をふまえ，申請により会費を免除いたします．「日本
地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用地域に該当する会員のうち，希望する方」は2020年度会費を免除いたしま
す．
　適用を希望される会員は，1. 会員氏名，2. 被災地，3. 被災状況（簡潔に）を添えて学会事務局にお申し出下さい（郵送，FAX，
e-mail、電話のいずれでも可）．

申請締切：2020年2月28日（金）
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2020年度（2020．4～2021．3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してくだ
さい（郵送に限る）．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2020年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2020年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2020年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2020年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

最終締切

2020年3月31日（火）
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C A L E N DAR
2020.1～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2020年
■1月　January

（後）北淡国際活断層シンポジウム
2020

「活断層研究の新たな展開−阪神淡路大震災
から25年」
1月14日（火）〜 17日（金）
h t t p s : / / h o m e . h i r o s h i m a - u . a c . j p /
kojiok/20circularJ.pdf

○水蒸気噴火のメカニズムに関する
国際ワークショップ
1月15日（水）〜16日（木）
場所：湯本富士屋ホテル／神奈川県立生命の
星・地球博物館
https://www.onken.odawara.kanagawa.jp/
information/20191015-01.html

○シンポジウム「オープンサイエン
ス時代の学会誌出版の在り方を模索
する」
1月23日（木）13:30〜17:00
場所：御茶ノ水ソラシティ　カンファレンス
センター（千代田区神田駿河台）
http://www.jfes.or.jp/reg/?eid=200123

★関東支部シンポジウム
「関東のテフラ−最近の年代観と供給源−」
1月25 日（土）10:00〜16:30 
場所：北とぴあ第1研修室（北区王子1-11-1）
ht tp : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0201.html

○第230回　地質汚染・災害イブニン
グセミナー
1月31日（金）18:30〜20:30
場所：北とぴあ808会議室（東京都北区王子）
講師：川辺能成（産総研）
演題：「3.11東日本大震災時に発生した津波
堆積物の重金属の分布とその後」
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

■2月　February
○第197回深田研談話会
2月7日（金）18:00〜19:30
場所：深田地質研究所 研修ホール（東京都
文京区）
講師：石川孝織 氏（釧路市立博物館学芸専

門員）
演題：炭鉱と鉄道—釧路炭田を中心に—
参加費無料，70名（先着）＊要事前申込
https://www.fgi.or.jp/

★関東支部ミニ巡検「大磯丘陵北東
部のテフラ」
2月16日（日）
http : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0201.html

（後）海洋研究開発機構海域地震火山
部門講演会

「もっと知ろう，おもしろ海の火山学」
2月23日（日・祝）13:00〜15:40
会場: 国立科学博物館日本館（東京都台東区
上野公園）
参加費無料，事前登録制（定員に達し次第締
切）
http://www.jamstec.go.jp/rimg/j/sympo/
img2019/

○第231回　地質汚染・災害イブニン
グセミナー
2月28日（金）18:30〜20:30
場所：北とぴあ803会議室（東京都北区王子）
講師：國生剛治（中央大学名誉教授）
演題：「最近の地震被害から見た液状化現象
の実像」
会費：会員500円 非会員 1,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

★西日本支部令和元年度総会・第171
回例会
2月29日（土）例会・総会
場所：北九州市立自然史・歴史博物館 いの
ちのたび博物館
講演申込・参加申込：2月14日（金）締切
http : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0025.html

■3月　March
○第36回万国地質学会議
3月2日（月）〜8日（日）
場所：インド・デリー
https://www.36igc.org/

○第54回日本水環境学会年会 
3月16日（月）〜18日（水）
会場：岩手大学上田キャンパス
http://jswe.or.jp/event/lectures/index.html

○第9回防災学術連携シンポジウム
「低頻度巨大災害を考える」
3月18日（水）12:30 〜 17:30
場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本
木）

○日本堆積学会2020年島根大会
3月28日（土）〜30日（月）

会場：島根大学松江キャンパス　教養教育棟
2号館
http://sediment.jp/

■4月　April
○第19回重金属類・残土石処分地・
廃棄物処分地診断に関わる地質汚染
調査浄化技術研修会
4月29日（水・祝）〜5月2日（土）（部分受講
可）
主催：NPO法人 日本地質汚染審査機構
会場：日本地質汚染審査機構関東ベースン実
習センター（千葉県香取市）
会費：会員50,000円，非会員60,000円，学生：
15,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/sympo.htm

■5月　May
○JpGU2020年大会
5月24（日）〜28日（木）
会場：幕張メッセ（千葉市美浜区）
最終投稿締切：2月18日（火）17:00
http://www.jpgu.org/meeting_j2020/

■6月　June
○地質学史懇話会
6月20日（土）13:30〜17:00
場所：北とぴあ805会議室（東京都北区王子）
矢島道子：『地質学者ナウマン伝』を上梓し
て
加藤碵一：日本列島成立史あれこれ

■8月　August
○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2020年総会及び第17回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
8月30日（日）〜9月７日（月）
開催場所：ノボシビルスク（ロシア）
参加予備申込締切：3月1日
発表要旨締切：4月30日
www.gondwanainst.org/

■9月　September
★日本地質学会第127年学術大会
9月9日（水）〜11日（金）
会場：名古屋大学東山キャンパス
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